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は
じ
め
に

　

足
利
義
政
（
一
四
三
六
─
一
四
九
〇
）
の
和
歌
事
績
は
、
幼
少
期
よ
り

晩
年
に
至
る
ま
で
約
四
十
年
間
に
お
よ
ぶ
。
現
存
歌
は
お
よ
そ
千
五
百

首
。
歌
風
を
帰
納
的
に
分
析
す
る
に
堪
う
る
数
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
現
存
す
る
和
歌
の
う
ち
、
読
解
に
適
し
た
状
態
に
あ

る
も
の
は
未
だ
少
な
い
。
未
翻
刻
の
も
の
も
多
く
、
ま
た
、
翻
刻
さ
れ
た

資
料
に
つ
い
て
も
、
然
る
べ
き
本
文
批
判
を
経
た
も
の
は
僅
か
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
現
状
に
鑑
み
、
義
政
の
ま
と
ま
っ
た
和
歌
資
料

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
専
門
的
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

家
集
二
種
（
部
類
本
・
定
数
歌
集
成
）
に
つ
き
、
基
礎
的
側
面
の
検
証
を

行
う
。

　

ま
た
、
調
査
の
過
程
で
見
出
さ
れ
た
義
政
文
芸
資
料
の
善
本
、
肥
前
島

原
松
平
文
庫
蔵
「
飛
鳥
井
栄
雅
歌
書
写
」
外
題
写
本
群
を
軸
に
、
先
行
研

究
に
お
い
て
共
通
理
解
が
不
足
し
て
い
た
義
政
の
連
歌
資
料
に
関
し
て
も

整
理
を
行
い
、
向
後
の
読
解
利
用
に
備
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
足
利
義
政
の
家
集
：
分
類
と
伝
本
一
覧

　

義
政
の
家
集
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
諸
本
の
整
理
を
行
い
た

い
。

　

義
政
の
家
集
は
、
先
学
に
よ
り
⑴
部
類
本
、
⑵
定
数
歌
集
成
、
⑶
歌
会

詠
集
成
の
三
種
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
お
）
1
（

り
、
伝
本
に
つ
い
て
も
『
私
家

集
伝
本
書
目
』
に
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
そ
の
分
類
は
現
存
諸

本
の
全
体
に
及
ん
で
お
ら
ず
、
家
集
の
名
称
に
つ
い
て
も
種
別
に
よ
っ
て

統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
現
状
『
国
書
総
目
録
』

を
は
じ
め
と
し
た
目
録
類
の
分
類
で
は
混
同
が
生
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

現
存
の
確
認
で
き
る
義
政
の
家
集
、
三
種
二
十
六
本
を
蒐
集
し
、
そ
の
再

分
類
を
示
し
た
。
家
集
各
種
の
代
表
書
名
は
「
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
の
統
一
書
名
に
よ
り
、
伝
本
を
概
ね
書
写
年
代
順
（
推
定
含

む
）
に
掲
出
し
た
（「　

」
内
は
現
蔵
者
の
登
録
書
名
、（　

）
は
請
求
記

号
、【　

】
は
略
称
）。

足
利
義
政
文
芸
資
料
考

─
─
家
集
お
よ
び
連
歌
資
料
に
つ
い
て
─
─

川
上

一
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＊　

＊　

＊

⑴　

慈
照
院
殿
義
政
公
御
集
（
部
類
本
）

第
一
類

①
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
「
慈
照
院
殿
義
政

公
御
集
」（
Ｈ
・
六
〇
〇
・
四
九
四　

る
函
二
一
七
）　

＊『
新
編
私

家
集
大
成　

中
世
四
』
底
本　

外
題
霊
元
天
皇
宸
筆　

江
戸
前
期
写

【
高
】

②
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
「
慈
照
院
殿
義
政
公
御
集
」

（
四
・
一
〇
六
九
〇
・
二
）　

※
二
冊
本
の
う
ち
「
乾
」（
上
）　

※

巻
末
増
補
あ
り　

写　
「
左
京
市
人
蔵
本
」
印
あ
り
【
狩
Ａ
】

③
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
「
慈
照
院
殿
義
政
公
御
集
」（
五
二
一
・
二
二
・

二
二
四
一
七
）　

※
巻
末
増
補
あ
り　

写　
「
松
井
蔵
書
」「
誠
」「
羇

旅
／
之
臣
」
印
あ
り
【
静
】

④
神
宮
文
庫
蔵
本
「
慈
照
院
殿
家
集
」（
三
・
一
二
一
六
）　

※
巻
末
増

補
あ
り　

写
【
神
】

⑤
国
立
公
文
書
館
蔵
本
「
慈
照
院
殿
義
政
公
集
」（
二
一
七
・
一
一
）　

※
賜
蘆
拾
葉
巻
三
六　

※
巻
末
増
補
あ
り　

天
保
十
一
年
写
【
拾
】

⑥
後
鑑
巻
三
五
七
（
義
政
将
軍
記
附
録
巻
三
）「
御
集
」【
後
】

⑦
続
群
書
類
従
巻
四
二
七
「
慈
照
院
殿
義
政
公
御
集
」　

※
巻
末
増
補

あ
り　

刊
【
群
】

第
二
類

⑧
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
本
「
義
政
公
御
集
」（
伊
九
一
一
・
二
五

八
・
一
二
）　

写
【
伊
】

⑨
青
山
歴
史
村
本
「
義
政
公
御
集
」（
一
六
二
）　

江
戸
前
期
写
【
青
Ａ
】

⑵　

源
義
政
集
（
定
数
歌
集
成
）

第
一
種
（
寛
正
三
年
百
首
・
文
明
元
年
百
首
・
文
明
四
年
百
首
・
文
明
十

三
年
百
首
・
文
明
十
七
年
五
十
首
・
文
明
十
七
年
百
首
）

①
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
「
源
義
政
集
」（
五
〇
一
・
六
九
九
）　

江

戸
初
期
写
【
御
】

②
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
本
Ａ
「
慈
照
院
殿
家
集
」（
二
五
〇
）　

正
保
元
年
奥
書　

写
【
祐
Ａ
】

③
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
「
慈
照
院
義
政
集
」（
一
一
〇
Ｘ
・
五
九

五
・
一
）　

江
戸
前
期
写
【
慶
】

④
青
山
歴
史
村
蔵
本
「
慈
照
院
殿
集
」（
二
五
二
）　

江
戸
前
期
写
【
青

Ｂ
】

⑤
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵
本
「
義
政
公
集
」（
一
三
七
・

一
〇
）　

江
戸
前
期
写
「
尚
舎
源
忠
房
」「
文
庫
」
印
あ
り
【
松
】

⑥
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
蔵
本
Ｂ
「
源
義
政
公
家
集
」（
六
・
二
二

／
八
九
五
）　

写
【
祐
Ｂ
】

⑦
天
理
図
書
館
蔵
本
「
源
義
政
集
」（
Ｈ
九
一
一
・
二
五
・
タ
三
）　

江

戸
後
期
写
「
津
田
」「
竹
柏
園
文
庫
」
印
あ
り
【
天
】

⑧
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
本
「
詠
百
首
和
歌
」（
九

一
一
・
ト
一
六
八
・
一
）　

江
戸
後
期
写
【
斯
】

⑨
国
立
公
文
書
館
蔵
本
「
詠
百
首
和
歌
」（
二
〇
一
・
〇
四
六
三
）　

＊

古
典
文
庫
『
中
世
百
首
歌　

八
』
底
本　

写　
「
秘
閣
／
図
書
／
之

章
」（
乙
種
）「
日
本
／
政
府
／
図
書
」
印
あ
り
【
内
Ａ
】

⑩
国
立
公
文
書
館
蔵
本
「
慈
照
院
殿
五
百
首
和
謌
并
五
十
首
」（
二
〇

一
・
〇
五
五
八
）　

写　
「
書
籍
／
館
印
」「
浅
草
文
庫
」「
和
學
講
談

所
」「
日
本
／
政
府
／
図
書
」
印
あ
り
【
内
Ｂ
】
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⑪
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
「
詠
百
首
和
歌
義
政
公
集
」（
ゑ
・
五
）　

写

　
「
和
學
講
談
所
」
印
あ
り
【
国
】

⑫
安
田
女
子
大
学
図
書
館
稲
賀
文
庫
蔵
本
「
東
山
慈
照
院
源
義
政
公
御

集
」（
イ
ナ
ガ
・
Ｂ
・
〇
一
二
一
）　

天
保
十
一
年
写
【
安
】

⑬
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
「
慈
照
院
前
左
大
臣
義
政
公

詠
」（
四
・
一
〇
六
八
九
・
一
）　

写
【
狩
Ｂ
】

⑭
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本
「
義
政
公
五
百
首
」（
二
〇
一
・
〇

四
五
七
）　

※
文
明
十
七
年
百
首
な
く
、
末
尾
に
和
歌
二
十
首
が
付

さ
れ
）
2
（
る　

写
【
内
Ｃ
】

第
二
種
（
寛
正
三
年
百
首
・
文
明
元
年
百
首
・
文
明
四
年
百
首
・
文
明
八

年
百
首
・
文
明
十
三
年
百
首
）

①
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
「
慈
照
院
殿
義
政
公
御
集
」

（
四
・
一
〇
六
九
〇
・
二
）　

※
二
冊
本
の
う
ち
「
坤
」（
下
）　

写

「
左
京
市
人
蔵
本
」
印
あ
り
【
狩
Ｃ
】

②
刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
本
「
着
到
百
首
和
歌
」（
Ｗ
一
七

九
二
）　

写
【
刈
】

⑶　

慈
照
院
前
左
大
臣
義
政
公
詠
（
歌
会
詠
集
成
）

①
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
「
東
山
殿
御
詠
」（
一
三
・
二
一
・

書
）　

※
室
町
殿
月
次
歌
会
の
義
政
・
雅
親
詠
の
抜
書
、
紙
背
文
書

あ
り　

室
町
末
期
写
【
尊
】

　
　
　
　
　

＊　

＊　

＊

　

分
類
に
際
し
て
新
た
に
取
っ
た
処
置
を
記
す
。

　

家
集
⑴
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
文
や
歌
順
等
の
特
徴
か
ら
系
統
を

二
種
に
分
類
で
き
る
。
こ
こ
で
は
通
行
す
る
【
高
】
の
本
文
系
統
を
第
一

類
、【
高
】
内
の
校
合
注
記
に
お
い
て
「
他
（
イ
）
本
」
と
称
さ
れ
る
系

統
に
比
定
で
き
る
【
伊
】
以
下
を
第
二
類
と
し
た
。

　

定
数
歌
集
成
の
家
集
⑵
は
、
収
録
さ
れ
る
百
首
歌
（
五
十
首
歌
）
の
出

入
り
に
よ
り
二
種
類
に
細
分
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
新
た
に
第
一
種
・
第
二

種
と
し
、
こ
れ
を
掲
出
し
た
。
な
お
、
こ
の
う
ち
第
二
種
に
配
し
た
【
狩

Ｃ
】
は
、
家
集
⑴
の
【
狩
Ａ
】
と
一
具
の
上
下
二
冊
本
で
あ
る
。

　
【
狩
Ｂ
】
は
、『
国
書
総
目
録
』
等
で
家
集
⑶
（
歌
会
詠
集
成
）
と
し
て

配
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
家
集
⑵
第
一
種
で
あ
る
。
但
し
、
該
本
の
書

名
「
慈
照
院
前
左
大
臣
義
政
公
詠
」
は
、
現
状
、
目
録
類
に
お
け
る
家
集

⑶
の
統
一
書
名
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
分
類
に
お
い

て
も
、
家
集
⑶
の
代
表
書
名
と
し
て
書
名
の
み
残
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
以
下
、
こ
の
分
類
を
も
と
に
、
家
集
⑴
・
⑵
を
取
り
上
げ
、

本
文
や
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
）
3
（

い
。

二
、
慈
照
院
殿
義
政
公
御
集
の
実
際

　

慈
照
院
殿
義
政
公
御
集
（
以
下
「
家
集
⑴
」
で
統
一
）
は
、
続
群
書
類

従
所
収
。【
高
】
を
底
本
に
『
新
編
私
家
集
大
成
』
に
も
収
め
ら
れ
て
お

り
、
現
時
点
で
最
も
著
名
な
義
政
の
家
集
で
あ
る
。
成
立
時
期
は
不
明

（
但
し
他
撰
）。
文
明
八
年
百
首
及
び
、
慈
照
院
自
歌
合
に
取
材
し
て
い

る
こ
と
が
早
く
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
詠
を
軸
に
、
前
半
は
四

季
恋
雑
の
部
類
、
後
半
は
雑
纂
形
式
で
編
集
さ
れ
て
い
）
4
（
る
。
伝
本
に
よ
る

が
、
概
ね
三
百
二
十
首
ほ
ど
の
集
で
あ
）
（
（
る
。
す
で
に
道
興
等
、
他
人
の
詠

が
混
入
し
て
い
る
旨
指
摘
が
あ
）
（
（
り
、
義
政
純
粋
の
家
集
で
な
い
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。
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た
だ
本
集
に
関
し
、
そ
の
伝
来
や
全
体
の
内
容
に
つ
い
て
調
査
に
及
ん

だ
研
究
は
な
い
。
出
典
の
明
ら
か
で
な
い
詠
も
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ら
が
義
政
の
真
作
と
し
て
信
頼
に
堪
う
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
改
め
て

検
証
し
て
み
る
価
値
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
家
集
⑴
の
伝
本
や
本
文
に
関
し
て
基
礎
的
な
こ
と
を
述
べ
る
。

　

伝
本
は
、
前
項
に
示
し
た
ご
と
く
九
本
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
霊
元
院

（
一
六
五
四
─
一
七
三
二
）
の
外
題
に
よ
り
伝
来
が
明
ら
か
な
【
高
】

が
、
享
保
以
前
の
写
。
他
の
伝
本
も
江
戸
前
期
を
遡
ら
ず
、
古
写
本
は
存

在
し
な
い
。
諸
本
、
巻
末
に
義
政
の
略
伝
と
水
無
瀬
氏
成
（
一
五
七
一
─

一
六
四
四
）
の
本
奥
書
を
そ
な
え
る
が
（【
青
】
等
、
署
名
を
欠
く
伝
本

も
あ
る
）、
公
刊
の
翻
刻
を
含
め
本
文
が
乱
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
こ

こ
で
は
、
最
も
意
味
の
通
る
【
伊
】
の
奥
書
を
以
下
に
掲
げ
る
（
読
点
、

〔　

〕
は
稿
者
。
本
文
の
空
白
は
マ
マ
）。

公
方
慈
照
院
殿
義
政
公　

号
東
山
殿
、
室
町
公
方　

私
考
云
、
延
徳

二
年
正
月
七
日
、
前
征
夷
大
将
軍
従
一
位
左
大
臣
准
三
宮
源
義
政

薨
、
歳
五
十
六
、
法
名
喜
山
道
慶
、
大
政
大
臣
被
贈
官
、
慈
照
院
ト

号
、
嘉
吉
三
年
ヨ
リ
延
徳
三
〔
二
〕年

迄
治
世
四
十
九
年
也
、
東
山
東
求
堂

閑
居
、
銀
閣
ヲ
造
、
古
器
古
繪
等
ヲ
集
翫
給
、
世
間
流
布
之
御
百

首
、
引
合
見
侍
ル
御
詠
共
露
顕
、
尤
不
可
出
窓
外
重
寶
、
穴

賢
々
々
、
不
慮
従
田
舎
到
来
、
一
日
之
中
令
書
写
畢
、
本
書
之
手
跡

公
方
室
町
殿
義
政
公
筆
也
、
證
本
不
可
有
疑
候
者
也

　

寛
永
十
年
己
酉
八
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
無
瀬
三
品
氏
成
判

　

こ
の
奥
書
、【
高
】
で
は
「
不
慮
従
田
舎
到
来
」
以
降
が
改
行
、
且
つ

や
や
小
字
で
書
写
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
降
が
氏
成
の
奥
書
と
い
う
こ
と

か
も
し
れ
な
）
（
（

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
他
人
の
詠
が
混
じ
る
家
集
⑴
に
「
義

政
公
筆
」
本
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
内
容
は
信
用
で
き
る
も
の
で
は

な
）
（
（
い
。
ま
た
、
氏
成
の
位
階
も
誤
っ
て
お
り
（
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）

は
従
二
）
（
（

位
）、
こ
の
奥
書
の
真
偽
は
大
い
に
疑
い
が
も
た
れ
る
。

　

本
文
に
関
し
て
は
、【
高
】
書
写
の
時
点
で
既
に
乱
れ
が
生
じ
て
い
た

よ
う
で
、
同
書
に
は
二
十
三
枚
に
も
及
ぶ
イ
本
校
合
の
紙
片
（
本
文
同

筆
）
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
イ
（
他
）
本
」
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
の
が
、【
伊
】
以
下
、
第
二
類
と
し
た
系
統
の
伝
本
で
あ

る
。
系
統
内
で
細
か
な
出
入
り
は
存
す
る
が
、
そ
の
本
文
は
第
一
類

【
高
】
の
校
合
本
文
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
中
で
も
決
定
的
な
の
は
、【
高
】

に
挿
入
さ
れ
る
次
の
注
記
で
あ
る
。

　
　

舟
人
そ
─
─
─
─
ま
こ
も
か
りるイ
な
る
─
─
─
─

　
　

寄
松
祝　

祝
言
二
首
他
本
岸
柳
ノ
次
ニ
ア
リ

　

一
行
目
は
、
巻
末
に
近
い
「
江
船
」
詠
（
三
一
六　

※
私
家
集
大
成
番

号
以
下
同
）
の
校
合
注
記
で
あ
り
、
こ
の
箇
所
は
【
伊
】
で
は
、

舟
人
そ
心
か
し
こ
き
み
し
ま
江
に
ま
こ
も
か
る0

な
る
世
を
は
う
ら
み

に

と
、
校
合
本
文
（
傍
点
部
）
に
一
致
し
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
続
く
二

行
目
の
歌
順
に
関
す
る
注
記
で
あ
る
。【
高
】
で
は
巻
軸
に
あ
る
「
寄
松

祝
・
祝
言
」
詠
（
三
一
八
・
三
一
九
）
が
、
他
本
で
は
「
岸
柳
」
詠
（
三

〇
九
）
の
次
に
位
置
し
て
い
る
、
と
い
う
指
摘
で
あ
る
が
、【
伊
】
他
の

第
二
類
本
で
は
、
は
た
し
て
、

　
　
　
　

岸
柳

　

＼
を
そ
く
と
く
色
こ
そ
み
ゆ
れ
春
秋
の
く
る
か
た
か
は
る
岸
の
青
柳

　
　
　
　

寄
松
祝
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今
日
ひ
か
ん
御
前
の
山
の
小
松
は
ら
千
代
の
子
日
も
き
み
か
た
め
と

て

　
　
　
　

祝
言

い
く
世
ま
て
下
葉
の
塵
の
つ
も
り
け
ん
雨
雲
か
ゝ
る
き（マ
マ
）し

の
松
か
枝

と
注
記
通
り
に
配
さ
れ
て
い
）
（1
（

る
。
第
二
類
の
系
統
が
、【
高
】
の
い
う

「
他
本
」
で
あ
る
の
は
明
白
で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
細
か
な
本
文
・
歌
順
の
異
同
は
存
在
す
る
も
の
の
、

第
一
類
と
第
二
類
の
間
に
は
、
本
質
的
に
「
異
本
」
と
呼
ぶ
程
の
差
異
は

認
め
ら
れ
な
い
。
両
者
を
同
一
の
書
と
捉
え
て
家
集
⑴
の
全
体
を
検
討
す

る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。

　

全
体
の
考
察
に
入
る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
家
集
⑴
は
他
書

の
詠
に
取
材
し
、
題
ご
と
に
部
類
し
た
二
次
的
な
編
纂
物
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
本
書
に
収
め
ら
れ
る
他
出
詠
（
出
典
歌
）
を
可
能
な
限
り
蒐
集
す

る
こ
と
で
、
そ
の
編
集
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。【
高
】

を
基
礎
に
家
集
⑴
三
百
二
十
首
の
出
典
歌
を
調
査
し
た
結
果
を
一
覧
し
た

も
の
が
［
別
表
］（
巻
末
）
で
あ
る
。

　

全
三
百
二
十
首
（
重
出
歌
八
首
）
の
う
ち
、
出
典
が
明
ら
か
と
な
っ
た

詠
は
二
百
八
十
八
首
で
あ
る
。
以
下
に
内
訳
を
掲
げ
る
（〔　

〕
内
は
義

政
の
真
作
詠
の
数
）。

①
文
明
八
年
百
首　
　
　

100
〔
（（
〕
首　

※
雅
親
と
の
巻
末
贈
答
歌

を
含
む

②
慈
照
院
自
歌
合　
　
　

（1
〔
（1
〕
首　

※
う
ち
一
首
は
重
出

③
続
撰
吟
抄　
　
　
　
　

4（
〔
10
〕
首

④
将
軍
家
千
首　
　
　
　

3（
〔
1（
〕
首

⑤
草
根
集　
　
　
　
　
　

（
〔
0
〕
首

⑥
康
正
元
年
内
裏
歌
合　

（
〔
（
〕
首

⑦
雅
康
卿
詠
草　
　
　
　

2
〔
0
〕
首

⑧
公
宴
続
歌　
　
　
　
　

1
〔
1
〕
首

・
出
典
不
明　
　
　
　
　

32
〔
－
〕
首

　

従
来
の
指
摘
通
り
、
①
文
明
八
年
百
首
、
②
慈
照
院
自
歌
合
の
大
部
分

の
採
歌
が
認
め
ら
れ
る
他
、
③
続
撰
吟
抄
、
④
将
軍
家
千
首
、
⑥
康
正
元

年
内
裏
歌
合
等
の
歌
書
に
取
材
し
て
い
る
こ
と
も
新
た
に
把
握
さ
れ
る
。

た
だ
、
明
ら
か
な
よ
う
に
、
③
続
撰
吟
抄
・
④
将
軍
家
千
首
詠
の
半
数
以

上
は
他
人
の
和
歌
で
あ
る
。
単
な
る
混
入
と
い
う
に
は
量
が
多
く
、
ま
た

⑤
草
根
集
・
⑦
雅
康
卿
詠
草
の
採
歌
に
至
っ
て
は
完
全
に
他
人
の
家
集
を

利
用
し
て
い
る
。
そ
の
編
集
態
度
は
、
明
ら
か
な
作
為
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
で
あ
る
た
め
、
残
る
出
典
不
明
の
独
自
歌

三
十
二
首
に
関
し
て
も
、
た
だ
ち
に
義
政
の
真
作
詠
と
判
断
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

　

ま
た
、
真
作
と
判
断
で
き
る
詠
に
関
し
て
も
問
題
が
あ
る
。
②
慈
照
院

自
歌
合
（
以
下
、
自
歌
合
）
は
、
家
集
⑴
に
九
十
首
を
所
収
す
る
が
、
そ

の
歌
題
は
義
政
詠
作
時
の
も
の
で
は
な
い
。
本
書
に
つ
い
て
は
、
前
号
で

基
礎
的
な
考
察
を
お
こ
な
っ
た
）
（（
（
が
、
そ
の
実
態
は
「
義
政
が
過
去
の
自
詠

百
首
を
、
歌
題
を
除
い
た
上
で

0

0

0

0

0

0

0

0

五
十
番
の
歌
合
と
し
た
も
の
」
で
あ
る
。

家
集
⑴
の
編
者
が
自
歌
合
か
ら
和
歌
を
採
歌
し
た
段
階
で
は
、
歌
題
の
な

い
状
態
で
あ
っ
た
と
思
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
家
集
⑴
の
自
歌
合
詠
に
は
全

て
題
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
自
歌
合
の
出
典
の
歌
題
と
必
ず
し
も

一
致
し
て
い
な
）
（2
（
い
。

　

こ
れ
ら
の
題
は
、
和
歌
の
内
容
を
参
考
に
、
家
集
⑴
の
編
者
が
新
た
に

付
し
た
も
の
と
思
し
い
。
中
世
和
歌
の
主
流
で
あ
る
題
詠
は
、
予
め
出
題
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さ
れ
た
歌
題
に
対
し
、
そ
の
題
意
を
満
た
す
こ
と
を
目
標
に
作
歌
す
る
も

の
で
あ
る
。
後
に
補
わ
れ
た
題
は
、
歌
人
の
作
意
を
か
え
っ
て
曖
昧
に
し

て
し
ま
う
。
義
政
詠
を
読
解
す
る
上
で
は
大
い
に
支
障
と
な
る
も
の
、
と

言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

今
回
、
改
め
て
家
集
⑴
、
慈
照
院
殿
義
政
公
御
集
の
全
貌
を
追
っ
て
み

た
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
杜
撰
な
編
集
態
度
と
、
利
用
に
供

し
が
た
い
本
文
の
様
相
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
い
く
と
、
先
に
掲
げ

た
水
無
瀬
氏
成
の
奥
書
も
偽
作
の
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
お

そ
ら
く
奥
書
に
あ
る
寛
永
十
年
八
月
以
降
、
本
書
の
作
成
と
同
時
に
、
何

者
か
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
集
が
編
ま
れ
た
経
緯
・
意
図
は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
編
纂

に
用
い
ら
れ
た
歌
書
①
～
⑧
は
、
本
書
の
成
立
時
（
江
戸
時
代
初
期
）
の

段
階
で
は
、
ど
れ
も
世
上
に
流
布
し
て
い
た
と
は
言
い
難
い
も
の
ば
か
り

で
あ
）
（1
（

る
。
す
る
と
編
者
は
自
然
、
こ
れ
ら
の
書
物
を
扱
え
る
地
位
に
あ
る

人
物
と
な
る
が
、
現
状
、
追
究
す
る
術
を
持
た
な
い
。
後
考
を
俟
ち
た

い
。

三
、
源
義
政
集
と
松
平
文
庫
蔵
「
飛
鳥
井
栄
雅
歌
書

　
　

写
」
外
題
歌
書

　

源
義
政
集
（
以
下
「
家
集
⑵
」
で
統
一
）
は
、
義
政
の
定
数
歌
を
集
成

し
た
歌
書
で
あ
る
。
義
政
の
定
数
歌
は
、
現
在
十
一
種
が
確
認
さ
れ
て
お

り
（
多
く
が
百
日
百
首
の
日
次
詠
草
で
あ
る
）、
家
集
⑵
は
そ
の
う
ち
、

①
寛
正
三
年
百
首
、
②
文
明
元
年
百
首
、
③
文
明
四
年
百
首
、
④
文
明
十

三
年
百
首
、
⑤
文
明
十
七
年
五
十
首
、
⑥
文
明
十
七
年
百
首
の
六
種
（
五

百
五
十
首
）
を
収
め
て
い
る
。
同
類
の
書
と
し
て
五
種
の
定
数
歌
を
ま
と

め
た
も
の
が
あ
る
（【
狩
Ｃ
】・【
刈
】）。
こ
れ
に
は
⑤
・
⑥
が
な
く
、
代

わ
り
に
⑦
文
明
八
年
百
首
を
所
収
す
る
。
厳
密
に
は
別
の
書
で
あ
る
が
、

重
複
す
る
定
数
歌
も
多
く
、
同
系
統
の
本
文
が
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、

本
稿
で
は
六
種
の
も
の
を
第
一
種
、
五
種
の
も
の
を
第
二
種
と
し
て
一
括

し
た
。
以
下
で
は
第
一
種
を
中
心
に
述
べ
る
。

　

義
政
の
定
数
歌
の
大
部
分
は
、
す
で
に
古
典
文
庫
『
中
世
百
首
歌
八）（1
（

』

に
翻
刻
が
あ
り
、
家
集
⑵
も
【
内
Ａ
】
を
底
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
対

校
本
に
【
書
】・【
内
Ｂ
】）。
家
集
⑴
と
異
な
り
、
す
べ
て
義
政
の
真
作
と

し
て
疑
い
な
く
、
詠
作
年
代
も
把
握
で
き
る
た
め
、
今
後
の
読
解
に
お
い

て
基
礎
と
な
る
べ
き
資
料
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
現
状
、
古
典
文
庫
の
翻
刻
本
文
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
家
集
⑵
は
、
善
本
と
い
う
べ
き
写
本
に
恵
ま
れ
ず
、
諸
本
間

に
相
当
数
の
異
同
が
生
じ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
同
書
の
解
題
も
述
べ
る

よ
う
に
、
本
文
批
判
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　

但
し
、
先
に
掲
げ
た
伝
本
十
四
本
の
本
文
を
一
覧
す
る
に
、
現
存
の
家

集
⑵
は
全
て
同
一
の
祖
本
に
端
を
発
す
る
系
統
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

諸
本
に
共
通
す
る
脱
落
歌
の
存
在
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
。
脱
落
し
て
い

る
の
は
以
下
の
三
首
で
あ
る
（
歌
番
号
は
古
典
文
庫
に
よ
る
）。

　
　

・
①
寛
正
三
年
百
首
「
関
月
」
詠
（
四
五
）

　
　

・
⑥
文
明
十
七
年
百
首
「
寄
嶺
恋
」
詠
（
六
一
・
六
二
の
間
）

　
　

・
⑥
文
明
十
七
年
百
首
「
寄
原
恋
」
詠
（
六
五
・
六
六
の
間
）

　

以
上
の
脱
落
歌
を
有
す
る
家
集
⑵
諸
本
の
伝
来
に
つ
い
て
、
一
応
、
最

古
の
情
報
を
伝
え
る
の
が
【
祐
Ａ
】
の
正
保
元
年
（
一
六
四
）
（1
（
五
）
の
奥
書

で
あ
る
。

慈
照
院
殿
義
政
公
家
集
五
百
五
十
首
、
烏
丸
大
納
言
光
廣
卿
以
直
本
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寫
之
者
也

　
　
　

正
保
元
年
十
二
月
二
日

　

正
保
改
元
は
十
二
月
十
六
日
で
あ
り
、
大
い
に
不
審
の
残
る
内
容
で
あ

る
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
れ
に
従
う
と
、
家
集
⑵
は
烏
丸
光
広
（
一
五
七
九
─

一
六
三
八
）
の
活
躍
期
に
、
す
で
に
現
在
の
「
五
百
五
十
首
」
本
の
形
で

存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
【
祐
Ａ
】
に
関
し

て
も
前
述
の
三
首
を
欠
い
て
い
る
。
わ
ず
か
三
首
で
は
あ
る
も
の
の
、
家

集
⑵
は
定
数
歌
集
成
と
し
て
成
立
す
る
初
期
段
階
か
ら
本
文
に
不
備
を
抱

え
て
い
た
書
と
い
う
こ
と
に
な
）
（1
（
る
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、
こ
う
し
た
家
集
⑵
の
不
備
を
補
い
う
る
伝
本
が
現
存

し
て
い
る
。
肥
前
島
原
松
平
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
、
外
題
に
「
飛
鳥
井
栄
雅

歌
書
写
」
と
い
う
注
記
を
も
つ
一
連
の
写
本
群
で
、
以
下
の
五
点
六
冊
で

あ
る
（
以
下
「
松
平
文
庫
本
」
と
総
称
す
る
。
家
集
⑵
の
定
数
歌
番
号
と

区
別
す
る
た
め
白
抜
き
数
字
を
用
い
、
矢
印
で
対
応
関
係
を
示
し
た
。

「　

」
は
登
録
書
名
、（　

）
は
請
求
記
号
）。

　

❶
「
着
到
百
首　

寛
正
三
」（
一
四
〇
・
一
八
）　

二
冊

　
　
　

→
①
寛
正
三
年
百
首
（
上
）、
②
文
明
元
年
百
首
（
下
）

　

❷
「
独
吟
百
首　

文
明
十
三
」（
一
四
〇
・
一
九
）

　
　
　

→
④
文
明
十
三
年
百
首

　

❸
「
五
十
首
和
歌　

文
明
十
七
・
四
・
十
三
」（
一
四
〇
・
二
〇
）

　
　
　

→
⑥
文
明
十
七
年
五
十
首

　

❹
「
着
到
歌　

文
明
四
」（
一
四
〇
・
二
一
）

　
　
　

→
③
文
明
四
年
百
首

　

❺
「
着
到
歌　

文
明
十
七
」（
一
四
〇
・
二
二
）

　
　
　

→
⑤
文
明
十
七
年
百
首

　

以
上
は
全
て
同
装
の
写
本
で
あ
る
。
簡
単
に
書
誌
を
示
す
。

〔
江
戸
前
期
〕
写
。
袋
綴
。
薄
緑
色
の
無
地
表
紙
（
二
七
・
一
×
二

〇
・
六
糎
）。

外
題
は
、
何
れ
も
左
肩
に
貼
題
簽
、
同
筆
に
て
❶
「
着
到
百
首
〈
寛

正
三
年
九
月
九
日
〉」（
上
冊
）、「
着
到
百
首
〈
文
明
元
年
九
月
九

日
〉」（
下
冊
）、
❷
「
獨
吟
百
首
〈
文
明
十
三
年
〉」、
❸
「
五
十
首

哥
〈
室
町
大
納
言
家
／
文
明
十
七
四
十
三
〉」、
❹
「
着
到
哥
〈
文
明

四
年
〉
下
」、
❺
「
着
到
哥
〈
文
明
十
七
年
九
月
九
日
始
之
〉
上
」

と
墨
書
。
❹
と
❺
は
、
本
来
上
下
冊
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

全
て
脇
に
「
飛
鳥
井
栄
雅
歌
書
写
」
と
の
注
記
が
あ
る
。
本
文
と
別

筆
。
内
題
は
、
❶
「
詠
百
首
和
哥
〈
寛
正
三
年
〉」（
上
冊
）、「
着
到

〈
文
明
元
年
九
月
九
日
始
之
〉」（
下
冊
）、
❷
「
詠
百
首
和
歌
」、
❸

「
詠
五
十
首
倭
哥
」、
❹
「
詠
百
首
和
歌
〈
文
明
四
年
／
九
月
九
日

始
之
〉」、
❺
「
着
到
哥
〈
文
明
十
七
年
〉」。
料
紙
は
楮
紙
。
遊
紙
な

し
。
半
葉
十
一
行
、
和
歌
一
首
二
行
書
。
本
文
は
各
別
筆
。
❶

（
上
）
の
冒
頭
に
「
義
政
」
と
の
署
名
。
❷
に
「
右
百
首
者
文
明
十

三
年
冬
比
詠
之
／
一
首
不
及
思
案
初
一
念
馳
筆
耳
／
外
見
有
憚
左
道

〻
〻
」
と
義
政
の
識
語
が
あ
る
。
松
平
文
庫
本
に
は
珍
し
く
印
記
が

な
い
。

　

こ
れ
ら
は
従
来
、
外
題
の
注
記
か
ら
飛
鳥
井
雅
親
（
栄
雅
）
の
著
作
と

認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
）
（1
（
る
。
最
近
、
浅
田
徹
氏
に
よ
っ
て
す
べ
て
家

集
⑵
の
内
容
に
一
致
す
る
義
政
の
定
数
歌
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
）
（1
（
た
。
た
だ
、
氏
の
論
考
は
雅
親
の
定
数
歌
の
基
礎
的
整
理
を
主
眼
と
し

て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
い
ま
改
め
て
義
政
研
究
の
立
場
か
ら
該
本

の
伝
来
や
本
文
に
言
及
し
た
い
。
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ま
ず
、
松
平
文
庫
本
は
先
述
し
た
家
集
⑵
の
脱
落
歌
三
首
を
有
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　

廿
四
日　
　
　

関
月

　
　

さ
枝
も
る
竹
の
し
た
み
ち
た
と
ら
て
や

　
　

月
に
も
こ
ゆ
る
あ
し
か
ら
の
せ
き
（
❶
「
着
到
百
首　

寛
正
三
」）

　
　
　
　
　

十
一
日　
　
　

寄
嶺
恋

　
　

ゆ
く
す
ゑ
の
ち
き
り
は
い
つ
と
時
し
ら
ぬ

　
　

や
ま
す
も
ふ
し
の
ね
に
や
な
か
ま
し
（
❺
「
着
到
歌　

文
明
十
七
」）

　
　
　
　
　

十
六
日　
　
　

寄
原
恋

　
　

い
つ
ま
て
か
つ
れ
な
き
色
に
と
し
を
へ
て

　
　

し
け
さ
そ
ふ
ら
む
恋
の
松
は
ら
（
❺
「
着
到
歌　

文
明
十
七
」）

　

こ
の
こ
と
は
、
該
本
が
家
集
⑵
の
現
存
諸
本
の
単
な
る
「
分
写
」
で
は

な
い
、
異
な
る
伝
来
を
辿
っ
た
写
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
伝
来

の
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
外
題
に
あ
る
「
飛
鳥
井
栄
雅
歌
書
写
」
と
の

注
記
で
あ
る
。
浅
田
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
通
り
、
こ
れ
は
「
雅
親
筆
と
伝

え
る
書
巻
」
の
転
写
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
も
の
と
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。

松
平
文
庫
本
の
親
本
と
し
て
、
飛
鳥
井
雅
親
筆
の
義
政
の
定
数
歌
写
本
が

存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
特
に
不
審
は
な
い
。
雅
親
は
義
政
の
歌
鞠
の
師

範
で
あ
り
、
且
つ
能
書
で
も
名
高
い
。
義
政
が
自
詠
の
清
書
を
依
頼
す
る

こ
と
は
大
い
に
あ
り
う
る
。

　

本
文
の
有
り
よ
う
も
こ
う
し
た
推
定
を
妨
げ
な
い
。
松
平
文
庫
本
の
本

文
は
、
家
集
⑵
の
錯
綜
し
た
本
文
に
対
し
て
極
め
て
良
質
で
あ
る
。
各
定

数
歌
に
お
け
る
例
を
挙
げ
よ
う
。
先
に
古
典
文
庫
の
本
文
を
掲
げ
、
次
い

で
松
平
文
庫
本
の
本
文
を
示
す
（
校
異
に
示
し
た
略
号
で
の
書
は

【
御
】、
内
は
【
内
Ｂ
】）。

①
寛
正
三
年
百
首
「
折
花
」

1（
あ
か
な
く
に
折
り
て
そ
か
さ
す
桜
花
老
か
く
す
へ
き
た
め
な4 （

な
ら
ぬ
ま
書

ら
ぬ

4

4

み4

し
な
ら
ぬ
内
）に

あ
か
な
く
に
お
り
て
そ
か
さ
す
さ
く
ら
花
老
か
く
す
へ
き
た
め
な
ら
ぬ

身
も

②
文
明
元
年
百
首
「
関
居
」

（（
庭
は
あ
さ
ち
門
は
む
く
ら
に
と
ち
は
て
し4 （
ゝ
書
内
）
人
め
は4 （
か
書
内
）
れ
ぬ
る
宿
の
さ4 （
ナ
シ
書
）
ひ
し

4

4

さ4庭
は
あ
さ
ち
門
は
む
く
ら
に
と
ち
は
て
ゝ
人
め
か
れ
ぬ
る
や
と
の
さ
ひ

し
さ

③
文
明
四
年
百
首
「
古
宅
月
」

（0
朽
ま
さ
る
軒
の
板
間
も
さ
も
あ
ら
は
あ
れ
す4 （
あ
れ
す
は
書
内
）

は4
月
の
影
も
も
ら
し4 （
さ
し
内
）

を4

く
ち
ま
さ
る
軒
の
い
た
ま
も
さ
も
あ
ら
は
あ
れ
あ
れ
す
は
月
の
か
け
も

も
ら
し
を

④
文
明
十
三
年
百
首
「
隣
家
竹
鶯
」

（
間
近
く
も
声
そ4 （
の
内
）き
こ
ゆ
る
あ
し
か
き
の
■4
こ4
（
ナ
シ
書
）
す4
竹
に
う（下
句
ナ
シ
内
）

つ
る
鶯

ま
ち
か
く
も
こ
ゑ
そ
き
こ
ゆ
る
あ
し
か
き
の
す
ゑ
こ
す
竹
に
う
つ
る
う

く
ひ
す

⑤
文
明
十
七
年
五
十
首
「
庭
霜
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

庭

33
露
は
ら
ひ
も4 （
秋
書
）と4

こ
し
道
も
み
え
ぬ
ま
て
霜
降
わ4 （
は
つ
書
内
）

く4
る
蓬
生
の
や4 （
露
内
）と4

露
は
ら
ひ
も
と
こ
し
み
ち
も
見
え
ぬ
ま
て
し
も
ふ
り
は
つ
る
よ
も
き
ふ

の
や
と

⑥
文
明
十
七
年
百
首
「
湊
千
鳥
」

10
も
え
出4 （
初
内
）る
軒
の
忍
に
露
み
え
て
雨
は
春4 （
音
書
内
）
な
き
夕
く
れ
の
宿

も
え
い
つ
る
軒
の
し
の
ふ
に
露
み
え
て
雨
は
を
と
な
き
ゆ
ふ
く
れ
の
や

と
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①
・
④
は
独
自
本
文
、
②
・
③
は
伝
本
の
一
つ
に
一
致
す
る
本
文
、

⑤
・
⑥
は
諸
本
の
長
所
を
併
せ
持
つ
本
文
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
歌
に
お
い

て
も
、
松
平
文
庫
本
は
本
文
・
歌
意
の
上
で
、
安
定
し
た
優
等
性
を
示
し

て
い
る
。

　

結
論
す
れ
ば
、
松
平
文
庫
本
は
家
集
⑵
の
不
備
を
補
う
ば
か
り
で
な

く
、
伝
来
や
本
文
お
い
て
も
上
位
に
位
置
す
る
善
本
で
あ
る
。
今
後
の
読

解
に
お
い
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
伝
本
と
い
え
）
（1
（

る
。

　

以
上
、
家
集
⑵
の
本
文
上
の
問
題
を
端
緒
に
、
松
平
文
庫
蔵
本
の
重
要

性
を
述
べ
た
が
、
実
は
こ
の
「
飛
鳥
井
栄
雅
歌
書
写
」
と
い
う
外
題
注
記

を
も
つ
写
本
は
、
連
歌
資
料
に
も
存
在
し
て
い
る
。
義
政
の
連
歌
著
作
に

関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
た
め
、
項
を
改
め
て
詳
説
す
る
。

四
、
義
政
の
連
歌
資
料
に
つ
い
て

　

義
政
の
ま
と
ま
っ
た
連
歌
資
料
と
し
て
は
、
後
鑑
所
引
の
御
連
歌
集
が

夙
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
書
「
義
政
将
軍
記
附
録
」
巻
七
か
ら

巻
十
に
か
け
て
所
収
さ
れ
る
一
連
の
句
集
の
こ
と
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、

①
「
発
句
之
事
〈
自
文
安
五
年
八
月
／
至
寛
正
六
年
十
二
月
〉」（
巻

七
）

②
「
連
歌
之
事
、
愚
句
〈
自
長
禄
三
年
／
至
寛
正
六
年
〉」（
巻
八
）

③
「
連
歌
之
事
、
愚
句
〈
自
寛
正
七
年
／
至
文
明
十
一
年
〉」（
巻
九
）

④
「
連
歌
之
事
、
独
吟
百
韻
〈
長
禄
二
年
二
月
五
日
／
応
仁
元
年
十
月

十
七
日
〉」（
巻
十
）

の
四
部
、
金
子
金
治
郎
氏
が
新
撰
菟
玖
波
集
の
撰
句
資
料
と
し
て
注
目

し
、「
義
政
句
集
」
と
総
称
し
て
い
る
も
の
で
あ
）
21
（
る
。
こ
の
う
ち
①
に
関

し
て
は
、
柿
衞
文
庫
に
単
独
伝
本
が
蔵
さ
れ
て
お
）
2（
（

り
、
ま
た
、
④
の
う
ち

応
仁
元
年
百
韻
は
、
続
群
書
類
従
所
収
本
（
巻
四
八
二
）
の
他
、
複
数
の

伝
本
が
存
在
し
て
い
る
。
一
方
で
、
残
る
②
・
③
・
④
（
う
ち
長
禄
二
年

百
韻
）
に
関
し
て
は
、
後
鑑
の
み
に
所
載
さ
れ
る
孤
本
と
考
え
ら
れ
て
き

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
前
項
に
述
べ
た
松
平
文
庫
蔵
「
飛
鳥
井
栄
雅
歌
書

写
」
外
題
注
記
本
の
連
歌
資
料
こ
そ
、
実
は
こ
れ
ら
の
現
存
伝
本
に
あ
た

る
写
本
な
の
で
あ
る
。
該
当
資
料
は
以
下
の
三
点
四
冊
で
あ
る
（
以
下

「
松
平
文
庫
本
」
と
総
称
。
白
抜
き
数
字
の
序
数
は
前
項
を
引
き
継
ぎ
、

矢
印
で
後
鑑
本
と
の
対
応
関
係
を
示
し
た
。
注
記
内
容
は
前
項
に
同
じ
）。

　

❻
「
愚
句　

長
禄
三
─
文
明
十
一
」（
一
四
二
・
一
）　

二
冊

→
②
連
歌
之
事
、
愚
句
〈
自
長
禄
三
年
／
至
寛
正
六
年
〉（
上
）、

③
連
歌
之
事
、
愚
句
〈
自
寛
正
七
年
／
至
文
明
十
一
年
〉（
下
）

　

❼
「
山
何
連
歌　

長
禄
二
・
二
・
五
」（
一
四
二
・
一
一
）

　
　
　

→
④
「
連
歌
之
事
、
独
吟
百
韻
〈
長
禄
二
年
二
月
五
日
〉」

　

❽
「
何
人
連
歌　

応
仁
元
・
十
・
十
七
」（
一
四
二
・
一
二
）

　
　
　

→
④
「
連
歌
之
事
、
独
吟
百
韻
〈
応
仁
元
年
十
月
十
七
日
〉」

　

ま
た
、
前
項
同
様
に
書
誌
を
示
す
。

書
写
年
、
装
丁
、
寸
法
は
前
項
に
同
じ
。

外
題
は
、
左
肩
貼
題
簽
墨
書
（
同
筆
）
❻
「
愚
句
〈
自
長
禄
三
年
／

至
寛
正
六
年
〉」（
上
冊
）、「
愚
句
〈
自
寛
正
七
年
／
至
文
明
十
一

年
〉」（
下
冊
）、
❼
「
獨
吟
百
韻
〈
長
禄
二
年
／
二
月
五
日
〉」、
❽

「
獨
吟
連
歌
〈
応
仁
元
年
／
十
月
十
七
日
〉」、
全
て
脇
に
「
飛
鳥
井

栄
雅
歌
書
写
」
と
の
注
記
が
あ
る
。
本
文
別
筆
。
内
題
は
、
❻
は
上

下
冊
ナ
シ
、
❼
「
賦
山
何
連
謌
」、
❽
「
賦
何
人
連
謌
」。
料
紙
は
楮

紙
。
半
葉
十
一
行
、
一
句
一
行
書
。
本
文
は
各
別
筆
。
奥
書
は
❼
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「
右
百
韻
者
長
禄
二
年
二
月
五
日
以
／
閑
日
独
吟
之
爰
當
年
任
槐
事

／
可
望
申
之
仍
發
句
聊
述
其
意
也
」（
本
奥
書
）。
ま
た
❽
巻
末
に

「
法
皇
勅
點
右
三
十
九
句
／
関
白
兼
良
公
四
十
三
句
」
と
の
合
点
識

語
。
印
記
ナ
シ
。

　

以
上
の
三
点
は
、
歌
書
の
場
合
と
同
様
、
外
題
の
「
飛
鳥
井
栄
雅
歌
書

写
」
と
い
う
注
記
の
た
め
に
、
全
て
飛
鳥
井
雅
親
作
と
看
做
さ
れ
て
き
た

も
の
で
あ
る
。
特
に
❻
「
愚
句
」
は
、
紹
介
以
来
今
日
ま
で
、
雅
親
の
句

集
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
数
度
の
影
印
・
翻
刻
が
行
わ
れ
て
い
）
22
（

る
。

　

定
数
歌
の
例
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
松
平
文
庫
本
の
三
書
は
皆
、
義
政
の

句
集
・
百
韻
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
だ
が
、
逆
に
後
鑑
「
義
政
句
集
」

が
雅
親
の
著
作
で
あ
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
順
に
検
討
を
行
う
。

　

ま
ず
、
❻
「
愚
句
」
上
下
冊
（
後
鑑
本
②
・
③
）
は
、
付
句
が
新
撰
菟

玖
波
集
に
入
集
さ
れ
て
い
る
た
め
、
義
政
の
句
集
と
し
て
確
実
で
あ
）
21
（

る
。

十
句
が
「
慈
照
院
殿
入
道
贈
太
政
大
臣
」（
義
政
）
の
作
と
し
て
取
ら
れ

て
い
る
。
以
下
は
一
例
（
愚
句
、
新
撰
菟
玖
波
集
の
順
に
し
め
す
。
本

文
・
句
番
号
は
何
れ
も
『
連
歌
大
観
』
に
よ
る
）。

❻
愚
句
・
上
冊
「
長
禄
三
年
四
月
廿
六
日
百
韻
」

　
　

と
ふ
人
あ
れ
や
お
も
ひ
こ
た
へ
ん
（
三
九
）

　
　

す
み
あ
ら
す
む
く
ら
の
や
と
の
ひ
と
り
ね
に
（
四
〇
）

・
新
撰
菟
玖
波
集　

恋
連
歌
中　

長
禄
三
年
四
月
家
に
て
百
韻
の
連
歌
に

　
　

と
ふ
人
あ
れ
や
お
も
ひ
こ
た
へ
ん
（
一
九
四
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慈
照
院
殿
入
道
贈
太
政
大
臣

　
　

す
み
あ
ら
す
む
く
ら
の
や
と
の
ひ
と
り
ね
に
（
一
九
四
二
）

　

ま
た
、
現
存
す
る
義
政
参
加
の
百
韻
写
本
に
も
、
本
集
所
収
の
付
句

が
、
義
政
（
連
歌
字
：
桐
）
の
句
と
し
て
見
え
て
い
）
21
（

る
。

　

次
に
後
鑑
本
④
に
該
当
す
る
❼
「
山
何
連
歌　

長
禄
二
・
二
・
五
」・

❽
「
何
人
連
歌　

応
仁
元
・
十
・
十
七
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
新
撰
菟

玖
波
集
に
入
集
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
、
別
の
検
討
方
法
を
と
る

必
要
が
あ
る
。

　

❼
「
山
何
連
歌　

長
禄
二
・
二
・
五
」
に
は
、
書
誌
に
示
し
た
よ
う

に
、
以
下
の
本
奥
書
（
識
語
）
が
存
在
す
る
。

右
百
韻
者
、
長
禄
二
年
二
月
五
日
、
以
閑
日
独
吟
之
、
爰
當
年
任
槐

可
望
申
之
、
仍
発
句
聊
述
其
意
也

　

す
な
わ
ち
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
が
作
者
に
と
っ
て
「
任
槐
」、
つ

ま
り
は
任
大
臣
を
望
む
べ
き
年
で
あ
る
こ
と
、
発
句
に
そ
の
意
思
を
詠
み

込
ん
だ
旨
が
記
さ
れ
る
。
飛
鳥
井
雅
親
の
極
官
は
大
納
言
で
あ
り
、
こ
れ

に
は
該
当
し
な
い
。
長
禄
二
年
七
月
二
十
五
日
、
祖
父
・
義
満
の
先
蹤
に

倣
い
、
二
十
三
歳
に
て
任
内
大
臣
の
命
を
う
け
た
足
利
義
政
こ
そ
、
こ
の

記
述
に
相
応
し
い
。
こ
の
時
彼
が
詠
ん
だ
発
句
は
以
下
で
あ
る
。

　
　

わ
か
柳
か
け
な
ひ
く
へ
き
砌
か
な

　
「
か
げ
な
び
く
」
と
は
、「
影
靡
く
星
」、
す
な
わ
ち
「
内
大
臣
」
を
さ

す
語
で
あ
）
21
（

る
。
初
句
「
わ
か
柳
」
は
、「
柳
」
に
「
柳
営
（
将
軍
）」
を
か

け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
若
き
将
軍
が
大
臣
に
な
る
べ
き
時
が
き
た
。
ま

さ
し
く
、
自
ら
の
意
志
を
示
し
た
句
で
あ
る
。

　

さ
て
、
残
る
❽
「
何
人
連
歌　

応
仁
元
・
十
・
十
七
」
に
は
、
❼
の
よ

う
な
奥
書
が
存
在
し
な
い
。
こ
れ
を
義
政
作
と
す
る
決
定
的
な
証
拠
は
見

い
だ
せ
な
い
。
た
だ
、
巻
末
識
語
に
見
え
る
よ
う
に
、
こ
の
百
韻
は
後
花

園
法
皇
と
一
条
兼
良
の
批
点
を
得
て
い
る
。
歌
道
宗
匠
た
る
雅
親
が
、
専

門
歌
人
で
は
な
い
天
皇
（
上
皇
）
や
関
白
に
詠
作
の
批
点
を
乞
う
こ
と
は

考
え
に
く
い
。
状
況
証
拠
で
は
あ
る
が
、
同
時
期
、
両
者
に
盛
ん
に
点
を
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乞
う
て
い
た
義
政
が
、
作
者
と
し
て
は
妥
当
で
あ
ろ
）
21
（

う
。

　

松
平
文
庫
本
の
連
歌
資
料
三
種
は
、
全
て
義
政
の
著
作
と
結
論
し
て
よ

い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
❻
「
愚
句
」
の
よ
う
に
、
現
在
雅
親
の
句
集

と
し
て
言
及
が
進
ん
で
い
る
書
に
関
し
て
は
、
内
容
を
義
政
の
も
の
と
し

て
、
至
急
考
察
し
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

他
方
で
、
義
政
研
究
の
視
点
で
み
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
後
鑑
の
収
載
本
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
著
作
に
、
拠
る
べ
き
伝
本
を
見
出
し
え
た
こ
と

は
僥
倖
で
あ
る
。
松
平
文
庫
本
の
本
文
は
、
歌
書
資
料
と
同
様
、
良
質
な

も
の
が
備
わ
っ
て
い
）
21
（
る
。
義
政
の
連
歌
研
究
の
基
礎
と
な
る
資
料
と
し

て
、
新
た
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

む
す
び

　

以
上
、
義
政
の
文
芸
資
料
に
つ
き
、
読
解
利
用
に
堪
う
る
ま
と
ま
っ
た

テ
キ
ス
ト
を
確
保
す
る
た
め
、
家
集
・
連
歌
資
料
の
基
礎
的
側
面
を
検
討

し
た
。

　

義
政
の
既
知
の
家
集
二
種
の
う
ち
、
慈
照
院
殿
義
政
公
御
集
（
家
集

⑴
）
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
義
政
の
集
と
し
て
の
利
用
価
値
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
ま
た
、
源
義
政
集
（
家
集
⑵
）
に
つ
い
て
も
現
行
の
翻
刻
テ
キ
ス

ト
で
の
読
解
は
難
し
い
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
に
替
る
基
本
資
料
と
し
て

家
集
⑵
と
同
内
容
の
善
本
、
松
平
文
庫
蔵
「
飛
鳥
井
栄
雅
歌
書
写
」
外
題

本
の
価
値
を
指
摘
し
、
関
連
し
て
従
来
、
飛
鳥
井
雅
親
の
著
作
と
さ
れ
て

い
た
連
歌
資
料
が
、
既
知
の
義
政
連
歌
書
と
同
種
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

義
政
連
歌
資
料
へ
の
共
通
理
解
の
不
足
は
、
一
つ
に
文
学
研
究
に
お
け

る
、
後
鑑
の
知
名
度
の
低
さ
に
原
因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
元
を
た
ど
れ
ば
、
足
利
将
軍
家
の
文
芸
事
績
研
究
自
体
の
遅

れ
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

も
と
よ
り
彼
ら
の
本
務
は
政
治
で
あ
り
、
文
芸
活
動
は
あ
く
ま
で
そ
れ

に
付
随
す
る
一
要
素
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
権
力
の
集
中
す
る
と
こ
ろ

に
文
芸
が
栄
え
る
の
は
世
の
常
で
あ
る
。
彼
ら
が
ど
の
よ
う
に
接
し
、
ま

た
作
品
を
為
し
て
い
っ
た
の
か
。
残
さ
れ
た
作
品
を
丹
念
に
読
み
込
む
こ

と
で
、
明
ら
か
に
な
る
事
実
も
多
く
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
そ
の
た
め
の
準

備
の
一
つ
で
あ
る
。

注（1
）　

山
内
葉
子
「
足
利
義
政
論
─
そ
の
和
歌
を
中
心
に
─
」（
立
教
大
学
日
本
文

学
1（
、
一
九
六
七
）、『
新
編
私
家
集
大
成
中
世
四
』「
12
義
政
」
解
題
（
大
島

貴
子
項
目
執
筆
）
等
。

（
2
）　

こ
の
二
十
首
は
、
井
上
宗
雄
・
中
村
文
編
『
中
世
百
首
歌　

八
』（
古
典
文

庫
522
、
一
九
九
〇
）
の
解
題
に
翻
刻
さ
れ
る
。
将
軍
家
千
首
等
他
歌
書
か
ら
の

抜
書
と
思
し
い
が
、
全
て
義
政
の
真
作
で
あ
る
か
存
疑
。

（
3
）　

孤
本
で
あ
る
家
集
⑶
東
山
殿
御
詠
【
尊
】
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
検
討
し

た
い
。

（
4
）　

山
内
前
掲
注（
1
）論
文
。

（
（
）　

第
一
類
の
う
ち
書
写
年
代
の
比
較
的
新
し
い
【
神
】・【
拾
】・【
群
】
に
は
、

巻
末
に
「
義
政
公
詠
散
在
他
集
者
随
見
聞
補
入
之
」
と
あ
っ
て
、
続
撰
吟
集

（
三
十
首
）、
後
水
尾
院
御
撰
千
首
（
三
首
）、
常
徳
院
義
尚
公
家
集
（
義
尚
と

の
贈
答
二
首
）、
室
町
殿
行
幸
記
（
二
首
）
か
ら
計
三
十
七
首
が
抄
出
さ
れ
て

い
る
（『
新
編
私
家
集
大
成
』
の
解
題
に
翻
刻
。
以
下
の
歌
番
号
は
そ
れ
に
よ

る
）。
こ
の
う
ち
室
町
殿
行
幸
記
の
二
首
（
三
七
・
三
八
）
は
義
教
の
詠
。
ま

た
、
続
撰
吟
集
抄
出
の
三
十
首
に
関
し
て
は
、
現
存
伝
本
に
所
載
な
く
不
明
と

さ
れ
て
い
る
が
（
國
枝
利
久
『
続
撰
吟
集
諸
本
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九

九
九
）、
端
書
の
記
述
を
み
る
に
、
こ
れ
は
類
聚
和
歌
〔
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御

所
本
：
一
五
四
・
一
〕、
或
い
は
百
首
和
歌
集
成
〔
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
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高
松
宮
伝
来
禁
裏
本
：
Ｈ
・
六
〇
〇
・
四
七
〇　

る
函
一
九
三
〕
か
ら
の
抄
出

で
あ
る
（
二
書
は
同
一
の
書
）。
こ
の
う
ち
「
百
首
続
歌
」
の
端
書
を
も
つ

「
霜
」
詠
（
二
六
）
は
、
実
相
院
義
運
の
詠
。
他
は
義
政
の
真
作
で
間
違
い
な

い
。

（
（
）　
「『
中
世
百
首
歌　

四
』
補
訂
」『
中
世
百
首
歌　

五
』
井
上
宗
雄
・
小
池
一

行
編
（
古
典
文
庫
480
、
一
九
八
六
）。
川
上
「
文
明
十
四
年
将
軍
家
千
首
に
つ

い
て
─
足
利
義
尚
歌
壇
に
お
け
る
意
義
と
後
世
へ
の
影
響
─
」（
和
歌
文
学
研

究
117
、
二
〇
一
八
・
十
二
）
に
お
い
て
も
、
将
軍
家
千
首
（
甲
類
本
）
か
ら
の

採
歌
に
よ
り
、
息
子
・
義
尚
の
詠
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（
（
）　
【
内
Ａ
】
は
こ
の
部
分
な
く
、
朱
筆
で
上
部
に
補
入
さ
れ
て
い
る
。

（
（
）　
【
伊
】
以
外
の
伝
本
で
は
「
義
昭
公
筆
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
そ
も
そ
も

「
證
本
不
可
有
疑
候
者
也
」
と
言
い
切
れ
る
必
然
性
が
な
い
。

（
（
）　
【
後
】
以
外
全
て
「
三
品
」
と
あ
る
た
め
、
単
な
る
誤
写
と
は
思
わ
れ
な
い
。

（
10
）　
「
岸
柳
」
詠
の
合
点
は
第
二
類
の
み
に
存
す
る
が
、【
高
】
に
は
こ
れ
に
も
校

合
の
貼
紙
注
記
が
あ
る
。
た
だ
し
、
当
該
詠
【
高
】
の
初
句
は
「
を
そ
く
と

き
」
で
あ
り
、
こ
の
異
同
に
は
注
記
が
な
い
。

（
11
）　

川
上
「『
慈
照
院
自
歌
合
』
の
基
礎
的
研
究
─
附
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮

本
の
翻
刻
及
び
校
異
─
」（
三
田
國
文
（4
、
二
〇
一
九
・
十
二
）。

（
12
）　

例
え
ば
、
家
集
⑴
三
五
番
「
春
河
」
詠
は
本
来
「
濵
餘
寒
」
題
、
三
一
九
番

「
祝
言
」
詠
は
「
嶺
松
」
題
の
歌
で
あ
る
。
な
お
、
慈
照
院
自
歌
合
の
採
歌
元

の
歌
題
は
判
明
す
る
も
の
の
み
、［
別
表
］
の
「
他
出
詠
」
→
「
歌
題
」
の
欄

に
〔　

〕
に
て
示
し
て
い
る
。

（
13
）　

こ
の
う
ち
②
慈
照
院
自
歌
合
に
つ
い
て
は
、
家
集
⑴
の
採
歌
に
漏
れ
た
詠
を

検
討
す
る
こ
と
で
、
利
用
し
た
伝
本
の
系
統
が
推
定
で
き
る
。
家
集
⑴
に
未
所

収
の
自
歌
合
詠
は
、
歌
番
号
（
前
掲
注（
11
）論
文
に
よ
る
）
で
、
33
・
34
・

3（
・
3（
・
44
・
（（
・
（0
・
（2
・
（（
・
100
の
十
首
だ
が
、
こ
の
う
ち
連
続
し
て
い

る
33
～
3（
番
歌
は
、
自
歌
合
の
番つ
が
いで

は
、
十
七
・
十
八
番
で
あ
る
。
こ
の
番
が

欠
落
し
て
い
る
伝
本
は
、
稿
者
が
注（
11
）論
文
で
分
類
し
た
と
こ
ろ
の
三
類
本

第
二
種
に
該
当
す
る
。
家
集
⑴
編
纂
の
際
の
利
用
伝
本
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。

（
14
）　

前
掲
注（
2
）著
書
。
各
定
数
歌
の
概
要
に
つ
い
て
は
同
解
題
を
参
照
。

（
1（
）　

正
保
改
元
後
は
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
で
は
す
で
に
新
年
を
迎
え
て
い
る
。

（
1（
）　

三
首
の
う
ち
①
寛
正
三
年
百
首
の
脱
落
歌
に
つ
い
て
は
、
第
二
種
の
本
文
に

お
い
て
も
脱
落
し
て
お
り
、
同
系
の
写
本
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
1（
）　

た
だ
し
古
典
文
庫
は
、
❶
上
下
冊
の
み
義
政
百
首
の
単
独
伝
本
と
し
て
紹
介

し
、
家
集
⑵
の
欠
の
補
填
に
利
用
し
て
い
る
。

（
1（
）　

浅
田
徹
「
飛
鳥
井
雅
親
の
定
数
歌
に
つ
い
て
─
基
礎
的
整
理
─
」（
国
文

120
、
二
〇
一
三
・
十
二
）。
以
降
、
浅
田
氏
の
論
は
こ
れ
に
よ
る
。
な
お
浅
田

氏
は
松
平
文
庫
本
の
検
証
に
あ
た
り
、
本
稿
で
い
う
❸
・
❺
に
つ
い
て
、
内
容

面
か
ら
義
政
真
作
で
あ
る
こ
と
を
証
明
さ
れ
て
い
る
が
、
残
る
❶
・
❷
・
❹
に

つ
い
て
も
、
全
て
義
政
自
撰
の
慈
照
院
自
歌
合
に
採
歌
が
確
認
で
き
る
た
め
、

確
実
に
義
政
詠
で
あ
る
（
前
掲
注（
11
）論
文
）。

（
1（
）　

な
お
、
こ
こ
で
言
及
し
た
六
種
の
定
数
歌
の
う
ち
、
⑤
文
明
十
七
年
五
十
首

に
つ
い
て
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
室
町
時
代
後
期
写
の
単
独
伝
本
『
三
体

和
歌
・
詠
五
十
首
和
歌　

義
政
』
が
蔵
さ
れ
て
い
る
（『
中
世
歌
学
集
続　

千

首
和
歌
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
九
六
巻
）（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
一
六
）
に

影
印
。
解
題
：
安
井
重
雄
）。
松
平
文
庫
本
❸
と
の
異
同
は
わ
ず
か
に
二
首
で

あ
る
（
冷
泉
家
本
、
松
平
文
庫
本
の
順
に
し
め
す
）。

・「
霧
」（
二
八
）

か
す
み
つ
る
春
の
な
か
め
に
を
と
ら
め
や
う
す
霧
ま
か
ふ
あ
け
ほ
の
ゝ
山

か
す
み
つ
る
春
の
な
か
め
に
を
と
ら
め
や
う
す
霧
ま
よ
ふ
あ
け
ほ
の
ゝ
や
ま

・「
旅
」（
四
七
）

お
り
し
き
て
さ
ぬ
る
ふ
も
と
の
し
は
し
た
に
夢
こ
そ
な
け
れ
そ
よ
く
嵐
に

お
り
し
き
て
さ
ぬ
る
ふ
も
と
の
し
は
〳
〵
も
夢
こ
そ
な
け
れ
そ
よ
く
あ
ら
し
に

　
「
霧
」
詠
の
異
同
は
優
劣
を
定
め
が
た
い
が
、「
旅
」
詠
に
つ
い
て
は
、
古
典

文
庫
本
と
比
較
を
お
こ
な
っ
た
安
井
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
冷
泉
家
本
の
本

文
が
意
味
と
し
て
自
然
で
あ
る
。
な
お
、
松
平
文
庫
本
の
異
同
部
分
は
、
二
箇

所
と
も
古
典
文
庫
本
の
本
文
に
一
致
す
る
。
こ
れ
は
松
平
文
庫
本
が
、
相
対
的

に
家
集
⑵
の
本
文
に
近
い
要
素
を
有
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
20
）　

金
子
金
治
郎
「
資
料
と
し
て
の
句
集
」『
新
撰
菟
玖
波
集
の
研
究
』（
風
間
書

房
、
一
九
六
九
）。

（
21
）　

伊
地
知
鐡
男
「『
後
鑑
』
所
引
の
『
御
連
歌
集
』
に
つ
い
て
─
柿
衞
文
庫
蔵
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の
『
室
町
殿
御
発
句
』」・「
孤
本
『
室
町
殿
御
発
句
』
と
『
後
鑑
』
附
録
の
将

軍
義
政
の
「
発
句
之
事
」」『
伊
地
知
鐡
男
著
作
集
Ⅱ
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
六

〔
初
出
：
一
九
六
六
・
一
九
七
〇
〕。『
連
歌
大
観　

一
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
、
二
〇
一
六
）
に
収
録
（
解
題
：
渡
瀬
淳
子
）。
な
お
、
両
本
の
異
同
は
多

い
。

（
22
）　

三
書
は
「〈
新
資
料
紹
介
〉
肥
前
島
原
松
平
文
庫
」（
文
学
2（-

11
、
一
九
六

一
・
十
一
）
に
て
初
め
て
紹
介
さ
れ
、
❻
「
愚
句
」
に
関
し
て
は
、
荒
木
尚

「「
愚
句
」─
翻
刻
と
解
説
─
」（
法
文
論
叢
（
熊
本
大
学
）
文
科
扁
1（
、
一
九

六
三
・
七
）
に
翻
刻
、『
連
歌
集
編
』（
松
平
文
庫
影
印
叢
書
第
九
巻
）（
新
典

社
、
一
九
九
四
）
に
影
印
さ
れ
（
解
題
：
小
池
一
行
）、
最
近
『
連
歌
大
観　

一
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
六
）
に
収
録
さ
れ
た
（
解
題
：
佐
々
木

孝
浩
）。
な
お
、
❼
「
山
何
連
歌　

長
禄
二
年
」・
❽
「
何
人
連
歌　

応
仁
元

年
」
は
、『
国
書
総
目
録
』
等
で
は
義
政
作
者
説
を
注
記
し
て
い
る
が
、
松
平

文
庫
本
と
し
て
扱
わ
れ
る
際
は
、
全
て
雅
親
独
吟
と
し
て
言
及
が
な
さ
れ
て
い

る
。

（
23
）　

本
句
集
と
新
撰
菟
玖
波
集
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
金
子
前
掲
注（
20
）論
文

に
後
鑑
本
を
用
い
た
詳
細
な
検
討
が
あ
る
。

（
24
）　

義
政
参
加
の
連
歌
会
資
料
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
（「　

」
は
発

句
。〔　

〕
は
主
な
所
蔵
先
）。

㈠
長
禄
三
年
六
月
二
十
日
公
方
家
御
会　

何
木
「
行
水
の
」

　

〔
静
嘉
堂
文
庫
（
連
歌
集
書
二
三
）／
大
阪
天
満
宮
文
庫
〔
二
本
〕〕

＊
年
次
の
比
定
は
室
町
殿
発
句
に
よ
る
（
但
し
、
後
鑑
本
・
柿
衞
文
庫
本
を

対
校
す
る
必
要
が
あ
る
）

㈡
寛
正
二
年
十
一
月
二
十
二
日
内
裏
百
韻　

何
船
「
花
お
も
き
」

　

〔
国
立
国
会
図
書
館
（
連
歌
合
集
一
一
）・
陽
明
文
庫
〔
存
二
十
三
句
〕〕

㈢
寛
正
五
年
四
月
二
十
八
日
伏
見
宮
渡
御
之
時
室
町
殿
百
韻　

何
路
「
松
や
千

代
」

　

〔
続
群
書
類
従
巻
四
八
〇
／
静
嘉
堂
文
庫
（
連
歌
集
書
一
六
）／
大
阪
天
満

宮
文
庫
〔
二
本
〕〕

㈣
寛
正
六
年
三
月
六
日
大
原
野
花
下
会
百
韻　

何
人
「
遠
く
き
て
」

　

〔
広
島
大
学
図
書
館
（
さ
く
ら
か
ひ
）〔
百
句
目
欠
〕〕　

＊『
連
歌
総
目
録
』

未
載

㈤
応
仁
二
年
正
月
二
十
八
日
殿
中
百
韻　

山
何
「
花
や
星
」

　

〔
静
嘉
堂
文
庫
（
連
歌
集
書
一
六
）／
大
阪
天
満
宮
文
庫
〔
二
本
〕〕

㈥
文
明
十
四
年
三
月
二
十
日
長
谷
前
大
僧
正
道
興
坊
百
韻　

何
人
「
ち
き
り
あ

れ
や
」

　

〔
静
嘉
堂
文
庫
（
連
歌
集
書
二
三
）／
北
海
道
大
学
北
駕
文
庫
〕

＊
芳
翰
模
彙
（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
）
に
飛
鳥
井
雅
康
筆
連
歌
懐
紙
の
模
本
が

あ
る
（
後
半
欠
）

　

こ
の
う
ち
❻
愚
句
に
は
、
㈡
・
㈣
・
㈤
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
2（
）　

こ
の
語
に
つ
い
て
は
、
和
歌
に
お
け
る
用
例
を
扱
っ
た
、
佐
藤
明
浩
「「
か

け
な
び
く
」
考
─
大
臣
在
任
を
表
す
歌
こ
と
ば
─
」『
院
政
期
和
歌
文
学
の
基

層
と
周
縁
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
二
〇
〔
初
出
：
二
〇
一
七
〕）
が
あ
る
。

（
2（
）　

例
え
ば
、
義
政
は
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
五
月
七
日
の
自
身
の
歌
会
詠
の

合
点
を
法
皇
に
求
め
（
東
山
殿
御
度
々
御
会
哥
〔
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館

蔵
〕）、
兼
良
に
対
し
て
は
、
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
九
月
二
十
一
日
に
奈
良

へ
詠
草
を
送
り
批
点
を
請
う
て
い
る
（
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
）。

（
2（
）　

後
鑑
本
（
国
史
大
系
）
に
お
い
て
〔
マ
ヽ
〕
と
あ
っ
て
読
解
不
能
で
あ
っ
た

箇
所
が
悉
く
解
決
す
る
他
、
❽
の
応
仁
元
年
独
吟
百
韻
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
不
完
全
で
あ
っ
た
後
花
園
院
・
一
条
兼
良
の
合
点
を
完
備
す
る
。

［
付
記
］　

本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
課
題
番
号M

K
（42H

）
に
よ
る
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

（
か
わ
か
み
・
は
じ
め
）
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［
別
表
］
慈
照
院
殿
義
政
公
御
集
（
家
集
⑴
）
他
出
一
覧
表

凡
例

・
慈
照
院
殿
義
政
公
御
集
（
家
集
⑴
）
に
収
録
さ
れ
る
三
二
〇
首
の
出
典
歌
を
一
覧
し
た
。

・
上
段
に
「
慈
照
院
殿
義
政
公
御
集
」
の
全
三
二
〇
首
を
「
歌
番
・
歌
題
・
初
句
」
の
順
に
、
下
段
に
各
歌
の
他
出
（
引
用
元
）
と
み
ら
れ
る
歌
を
「
他
出
歌
書
（
名
）・
歌
番
・
歌

題
・
作
者
」
の
順
に
掲
出
し
た
。

・
他
出
歌
書
の
う
ち
、
慈
照
院
自
歌
合
や
続
撰
吟
抄
の
よ
う
に
、
さ
ら
に
典
拠
と
す
る
歌
書
の
存
す
る
も
の
は
、
備
考
に
該
当
書
名
・
歌
番
号
・
歌
題
を
示
し
た
。

・
歌
題
が
他
出
歌
書
内
で
は
確
認
さ
れ
ず
、
そ
の
典
拠
と
な
る
歌
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、〔　

〕
に
て
歌
題
を
示
し
て
い
る
。

・
作
者
欄
に
は
、
他
出
歌
書
に
よ
っ
て
他
人
の
詠
と
判
明
し
た
も
の
の
み
、
そ
の
作
者
名
を
示
し
て
い
る
。

・「
慈
照
院
殿
義
政
公
御
集
」
と
他
出
歌
書
（
或
い
は
そ
の
さ
ら
に
出
典
の
歌
書
）
の
初
句
に
異
同
の
存
す
る
も
の
は
、
備
考
に
そ
の
旨
示
し
た
。

・
重
出
歌
、
或
い
は
他
出
歌
書
が
複
数
あ
る
も
の
に
関
し
て
は
、
備
考
に
そ
の
旨
を
示
し
た
。

・
他
出
歌
や
そ
の
出
典
歌
の
歌
番
号
・
引
用
に
つ
い
て
は
、
家
集
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』、
義
政
の
定
数
歌
は
『
中
世
百
首
歌　

八
』（
古
典
文
庫
五
二
二
、
一
九
九
〇
）、
道
興
の
定

数
歌
は
『
中
世
百
首
歌　

四
』（
古
典
文
庫
四
六
五
、
一
九
八
五
）
に
よ
り
、
そ
の
他
は
以
下
に
よ
っ
た
。

慈
照
院
自
歌
合
…
川
上
一
「『
慈
照
院
自
歌
合
』
の
基
礎
的
研
究
─
附
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
の
翻
刻
及
び
校
異
―
」（
三
田
國
文
六
四
、
二
〇
一
九
）。

将
軍
家
千
首
…
天
理
図
書
館
蔵
「
武
家
千
首
」〔
請
求
記
号
：
九
一
一
・
二
五
╱
イ
四
三
〕。
歌
番
号
は
稿
者
の
集
計
に
よ
る
。

続
撰
吟
抄
…『
続
撰
吟
抄　

上
（
・
下
）』（
古
典
文
庫
五
八
〇
・
五
八
五
、
一
九
九
五
）。

公
宴
続
歌
…『
公
宴
続
歌　

本
文
編
（
・
索
引
編
）』（
索
引
叢
書
四
六
）（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
〇
）。

康
正
元
年
内
裏
歌
合
…
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
「
歌
合
」〔
請
求
記
号
：
五
一
〇
・
三
八
〕
所
収
本
。
歌
番
号
は
稿
者
の
集
計
に
よ
る
。

東
山
殿
御
詠
…
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
〔
請
求
記
号
：
一
三
・
二
一
・
書
〕。
歌
番
号
は
稿
者
の
集
計
に
よ
る
。

・
最
上
段
に
「
○
」
の
あ
る
も
の
は
、
現
状
出
典
不
明
の
独
自
歌
で
あ
る
。

慈
照
院
殿
義
政
公
御
集

他
出
歌
（
出
典
歌
）

備　
　
　
　
　

考

歌
番

歌　
　

題

初　
　

句

他
出
歌
書

歌
番

歌　
　

題

作　

者

○

一
立

春

く
れ
て
ゆ
く

─

二
立

春

い
つ
る
ひ
の

慈
照
院
自
歌
合

一
〔
立
春
〕

文
正
百
首
一

三
立

春

日

は
る
き
ぬ
と

将
軍
家
千
首

三
立

春

日

四
早

春

あ
ま
つ
か
せ

慈
照
院
自
歌
合

二

―

五
山

早

春

ゆ
く
と
し
や

文
明
八
年
百
首

一
山

早

春

六
河

早

春

け
さ
よ
り
は

将
軍
家
千
首

一三
早

春

河

義

尚
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七
山

霞

よ
し
の
や
ま

続
撰
吟
抄

三三五四
山

霞

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
二

八
浦

霞

う
ら
な
み
の

文
明
八
年
百
首

二
浦

霞

○

九
橋

霞

た
た
に
し
て

―

一〇
初
雁
（
鶯
歟
）
う
く
ひ
す
の

続
撰
吟
抄

三三五六
初

鶯

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
㆕

一一
雪

中

鶯

ふ
り
か
か
る

文
明
八
年
百
首

四
雪

中

鶯

一二
夕

鶯

ゆ
ふ
つ
く
ひ

将
軍
家
千
首

三九
夕

鶯

義

直

一三
尋

若

菜

た
れ
か
ま
た

続
撰
吟
抄

一五三六
尋

若

菜

貞

常

後
大
通
院
殿
御
詠
（
伏
・
一
八
二
）
一
一
八

一四
摘

若

菜

は
る
あ
さ
み

文
明
八
年
百
首

三
摘

若

菜

○

一五
谷

鶯

こ
ゑ
は
な
ほ

―

一六
戸

外

梅

お
り
ふ
し
も

文
明
八
年
百
首

五
戸

外

梅

一七
梅
莚
（
薫
）
枕

い
へ
つ
と
に

続
撰
吟
抄

一五三七
梅

莚

枕

持

為

一八
曙

梅

よ
こ
く
も
の

続
撰
吟
抄

三三五八
曙

梅

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
六

一九
夜

梅

む
め
か
え
の

文
明
八
年
百
首

六
夜

梅

二〇
紅

梅

わ
き
て
ま
つ

続
撰
吟
抄

三三五九
紅

梅

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
七

二一
春

雨

に
わ
た
つ
み

続
撰
吟
抄

三三六一
春

雨

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
九

二二
野

春

雨

か
つ
も
え
し

文
明
八
年
百
首

八
野

春

雨

二三
春

月

あ
く
か
る
る

続
撰
吟
抄

三三六二
春

月

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
一
〇

二四
池

柳

い
け
み
つ
に

文
明
八
年
百
首

七
池

柳

二五
川

柳

お
い
に
け
り

続
撰
吟
抄

三三六〇
川

柳

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
八

二六
帰

雁

こ
し
ち
に
や

続
撰
吟
抄

三三六三
帰

雁

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
一
一

二七
帰

雁

幽

た
え
た
え
に

文
明
八
年
百
首

九
帰

雁

幽

二八
花
漸
藤
（
散
）
う
つ
ろ
は
ぬ

文
明
八
年
百
首

一四
花

漸

散

二九
春

駒

ふ
ゆ
か
れ
の

続
撰
吟
抄

三三六七
春

駒

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
一
五
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三〇

霞

か
み
よ
よ
り

慈
照
院
自
歌
合

三
〔
橋
辺
霞
〕

公
宴
続
歌
三
四
〇
四

三一
山

霞

や
ま
ひ
と
の

慈
照
院
自
歌
合

四
〔

霞

〕

文
明
二
年
百
首
一

三二
名

所

霞

あ
け
や
ら
ぬ

慈
照
院
自
歌
合

五

―

三三
浦

春

こ
こ
ろ
な
き

慈
照
院
自
歌
合

六
〔
名
所
春
曙
〕

文
明
八
年
百
首
一
五

三四
若

菜

な
か
を
か
や

慈
照
院
自
歌
合

七
〔
田
邊
若
菜
〕

文
明
十
三
年
百
首
六

三五
春

河

た
に
か
は
や

慈
照
院
自
歌
合

八
〔
濵
餘
寒
〕

文
明
四
年
百
首
㆓

三六

梅

あ
め
つ
ち
の

慈
照
院
自
歌
合

九
〔

梅

〕

文
明
二
年
百
首
㆔

三七
三

月

尽

ほ
と
も
な
く

文
明
八
年
百
首

二〇
三

月

尽

三八
春

夜

夢

く
る
る
ま
て

将
軍
家
千
首

九〇一
春

夜

夢

後
土
御
門

三九
花
洛
春
月

さ
き
に
ほ
ふ

文
明
八
年
百
首

一〇
花
洛
春
月

四〇
待

花

み
れ
は
け
さ

続
撰
吟
抄

一一七
待

花

後
柏
原

四一
独

待

花

こ
の
こ
ろ
は

文
明
八
年
百
首

一一
独

待

花

四二
遠

尋

花

は
な
と
み
し

文
明
八
年
百
首

一二
遠

尋

花

四三
盛

花

ふ
き
と
ふ
く

続
撰
吟
抄

一一八
盛

花

実

隆

雪
玉
集
四
一
一

四四
落

花

い
ま
は
ま
た

続
撰
吟
抄

三三六六
落

花

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
一
四

四五
花

慰

老

う
つ
し
は
つ
る

文
明
八
年
百
首

一三
花

慰

老

四六
名
所
春
曙

こ
こ
ろ
な
き

文
明
八
年
百
首

一五
名
所
春
曙

四七
庭

菫

菜

い
く
と
し
の

文
明
八
年
百
首

一六
庭

菫

菜

初
句
「
い
く
と
せ
の
」

四八
款

冬

は
る
か
せ
の

続
撰
吟
抄

三三七〇
款

冬

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
一
八

四九
岸

款

冬

さ
く
ら
は
な
の

文
明
八
年
百
首

一八
岸

款

冬

初
句
「
さ
く
は
な
の
」

五〇

藤

ひ
ら
き
た
る

文
明
八
年
百
首

一九

藤

初
句
「
さ
き
か
か
る
」

五一
松

藤

た
に
み
つ
を

続
撰
吟
抄

三三七一
松

藤

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
一
九

五二
苗

代

い
ま
は
ま
た

続
撰
吟
抄

三三六八
苗

代

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
一
六
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五三
沢

雲

雀

た
つ
の
ゐ
る

文
明
八
年
百
首

一七
沢

雲

雀

五四
暮

春

は
な
も
ね
に

続
撰
吟
抄

三三七二
暮

春

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
二
〇

五五
庭

梅

さ
き
み
ち
て

慈
照
院
自
歌
合

一〇

五六
首

夏

さ
た
め
な
く

続
撰
吟
抄

三三七三
首

夏

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
二
一

五七
旅

首

夏

た
ひ
こ
ろ
も

文
明
八
年
百
首

二一
旅

首

夏

五八
郭

公

ほ
と
と
き
す

続
撰
吟
抄

三三七七
郭

公

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
二
五

五九
郭
公
声
遅

さ
ら
に
な
ほ

文
明
八
年
百
首

二三
郭
公
声
遅

六〇
雲
外
郭
公

ほ
と
と
き
す

文
明
八
年
百
首

二四
雲
外
郭
公

六一
郭

公

稀

や
ま
ふ
か
く

文
明
八
年
百
首

二五
郭

公

稀

六二
卯

花

ひ
さ
か
た
の

続
撰
吟
抄

三三七四
卯

花

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
二
二

六三
岡

卯

花

こ
こ
ろ
あ
れ
や

文
明
八
年
百
首

二二
岡

卯

花

六四
社

卯

花

ゆ
き
の
い
ろ
に

続
撰
吟
抄

一三三〇
社

卯

花

義

運

六五
早

苗

う
え
わ
た
す

続
撰
吟
抄

三三七八
早

苗

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
二
六

六六
採

早

苗

け
ふ
い
く
か

文
明
八
年
百
首

二六
採

早

苗

六七
山

葵

ふ
た
は
な
る

続
撰
吟
抄

三三七五
山

葵

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
二
三

六八
夏

草

な
を
た
に
も

続
撰
吟
抄

三三七九
夏

草

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
二
七

六九
浜
五
月
雨

ま
ち
わ
ふ
る

文
明
八
年
百
首

二七
浜
五
月
雨

七〇
夏

月

ね
ぬ
る
よ
の

続
撰
吟
抄

三三八〇
夏

月

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
二
八

七一
梅

雨

さ
み
た
れ
に

続
撰
吟
抄

三三八一
梅

雨

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
二
九

七二
嶺
五
月
雨

や
ま
と
り
の

文
明
八
年
百
首

二八
嶺
五
月
雨

七三
夕

㒵

し
ろ
た
へ
の

続
撰
吟
抄

三三八三
夕

㒵

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
三
一

七四
里

盧

橘

は
つ
か
に
て

文
明
八
年
百
首

二九
里

盧

橘

七五
夕

立

を
ち
か
た
や

続
撰
吟
抄

三三八四
夕

立

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
三
二
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七六
杜

蝉

な
く
せ
み
の

続
撰
吟
抄

三三八五
杜

蝉

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
三
三

○

七七
夏

草

わ
け
か
へ
る

―

七八
夏

草

滋

に
は
の
お
も
は

文
明
八
年
百
首

三〇
夏

草

滋

○

七九
夏

祓

は
ら
ひ
す
て
し

―

八〇
滝

下

蛍

ぬ
き
と
め
ぬ

文
明
八
年
百
首

三一
滝

下

蛍

八一
舟

納

涼

か
せ
そ
よ
く

文
明
八
年
百
首

三三
舟

納

涼

八二
村

夕

立

す
き
や
ら
て

文
明
八
年
百
首

三四
村

夕

立

八三
杜

夏

祓

み
そ
き
す
る

文
明
八
年
百
首

三五
杜

夏

祓

○

八四

蓮

か
せ
そ
よ
く

―

八五
初

雁

ふ
る
さ
と
に

続
撰
吟
抄

三三九五
初

雁

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
四
三

八六
籬

蘭

み
し
は
る
は

続
撰
吟
抄

三三九三
籬

蘭

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
四
一

八七
嶋

瞿

麦

こ
こ
ろ
あ
り
て

文
明
八
年
百
首

三二
嶋

瞿

麦

八八
山

鹿

ゆ
ふ
く
れ
は

続
撰
吟
抄

三三九六
山

鹿

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
四
四

八九
夜

露

つ
き
は
ま
た

将
軍
家
千
首

三二一
夜

露

義

直

九〇
近

初

雁

は
る
や
ゆ
め

将
軍
家
千
首

三七三
近

初

雁

義

直

初
句
「
は
る
や
な
つ
」

九一
沼

月

あ
め
す
く
る

将
軍
家
千
首

四一九
沼

月

義

直

九二
里

擣

衣

き
こ
え
く
る

将
軍
家
千
首

四五二
里

擣

衣

後
土
御
門

九三
関

時

雨

あ
つ
ま
ち
や

将
軍
家
千
首

五〇八
関

時

雨

後
土
御
門

九四
谷

寒

草

た
に
か
は
や

将
軍
家
千
首

五二八
谷

寒

草

義

直

九五
篠

霰

つ
ゆ
な
ら
は

将
軍
家
千
首

五五三
篠

霰

後
土
御
門

○

九六
千

鳥

ち
と
り
な
く

―

九七
行
路
初
秋

そ
て
に
ち
る

文
明
八
年
百
首

三六
行
路
初
秋

九八
故

郷

萩

け
ふ
は
ま
た

文
明
八
年
百
首

三八
故

郷

萩

慈
照
院
自
歌
合
四
一
。
家
集
二
五
四
と
重
出
。
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九九
閑

居

薄

つ
ゆ
は
ら
ふ

文
明
八
年
百
首

三九
閑

居

薄

一〇〇
織
女
後
朝

た
な
は
た
に

文
明
八
年
百
首

三七
織
女
後
朝

慈
照
院
自
歌
合
三
七
。
家
集
二
五
〇
と
重
出
。

一〇一
杣

檜

そ
ま
や
ま
や

将
軍
家
千
首

八〇五
杣

檜

後
土
御
門

一〇二
ね
覚
荻
風

き
き
わ
ひ
ぬ

文
明
八
年
百
首

四〇
寝
覚
荻
風

○

一〇三
山

家

夜

や
ま
ふ
か
き

―

○

一〇四
羇

中

嵐

ふ
も
と
に
は

―

一〇五
叢

露

お
き
あ
ま
る

文
明
八
年
百
首

四一
叢

露

一〇六
海

霧

あ
は
ち
し
ま

文
明
八
年
百
首

四二
海

霧

─

田

家

鹿

さ
を
し
か
を

文
明
八
年
百
首

四三
田

家

鹿

底
本
欠
、
他
本
に
て
補
う
。
初
句
「
を
し
か
な
く
」。

一〇七
杣

月

お
の
つ
か
ら

文
明
八
年
百
首

四四
杣

月

一〇八
関

月

あ
き
か
せ
の

文
明
八
年
百
首

四五
関

月

一〇九
秋
（
林
歟
）
月

い
に
し
へ
の

文
明
八
年
百
首

四六
秋

月

一一〇
待

月

わ
れ
の
み
そ

続
撰
吟
抄

三三九八
待

月

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
四
六

一一一
見

月

か
す
か
す
に

続
撰
吟
抄

三三九九
見

月

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
四
七

一一二
浪

上

月

ふ
け
ゆ
け
は

文
明
八
年
百
首

四七
浪

上

月

○

一一三
葛

風

ち
か
く
み
る

―

一一四
浅

茅

月

か
せ
そ
ふ
く

文
明
八
年
百
首

四八
浅

茅

月

○

一一五
松

間

月

く
も
り
な
き

―

一一六
夕

初

雁

あ
は
れ
う
き

文
明
八
年
百
首

四九
夕

初

雁

一一七
聞

擣

衣

あ
き
の
く
さ

文
明
八
年
百
首

五〇
聞

擣

衣

○

一一八
故

郷

露

ひ
と
は
な
ほ

―

一一九

月

の
へ
は
み
な

続
撰
吟
抄

二三八四

月

公

条

一二〇
野

虫

か
れ
そ
む
る

続
撰
吟
抄

三三九四
野

虫

道

興

道
興
長
禄
二
年
百
首
四
二
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一二一
雨

後

虫

む
ら
さ
め
の

文
明
八
年
百
首

五一
雨

後

虫

一二二
渡

紅

葉

は
は
そ
は
ら

文
明
八
年
百
首

五二
渡

紅

葉

一二三
隣

紅

葉

わ
か
や
と
に

文
明
八
年
百
首

五三
隣

紅

葉

一二四
残
菊
白（
匂
歟
）
こ
と
く
さ
は

文
明
八
年
百
首

五四
残

菊

匂

一二五
泊
秋
（
暮
歟
）
か
ひ
な
し
や

文
明
八
年
百
首

五五
泊

秋

暮

○

一二六
初

冬

は
る
の
は
な
に

―

一二七
秋（
杜
歟
）初
冬

け
ふ
よ
り
は

文
明
八
年
百
首

五六
杜

初

冬

一二八
時
雨
知
時

ふ
ゆ
の
く
る

文
明
八
年
百
首

五七
時
雨
知
時

一二九
河

時

雨

む
ら
さ
め
の

文
明
八
年
百
首

五八
河

時

雨

初
句
「
む
ら
し
く
れ
の
」

一三〇
橋
下
落
葉

や
ま
か
せ
や

文
明
八
年
百
首

五九
橋
下
落
葉

一三一
籬

落

葉

い
ろ
い
ろ
に

文
明
八
年
百
首

六〇
籬

落

葉

○

一三二
落
葉
埋
路

す
き
し
み
と
せ

―

一三三
惜

歳

暮

い
そ
き
つ
る

将
軍
家
千
首

六〇〇
惜

歳

暮

義

直

一三四
篠

霜

か
れ
の
こ
る

文
明
八
年
百
首

六一
篠

霜

一三五
竹

雪

ふ
り
う
つ
む

文
明
八
年
百
首

六四
竹

雪

一三六
原

雪

と
ま
る
へ
き

文
明
八
年
百
首

六五
原

雪

○

一三七
寒

月

ふ
ゆ
の
よ
の

―

一三八
沼

氷

け
さ
は
な
ほ

文
明
八
年
百
首

六三
沼

氷

一三九
閨

霰

か
た
し
き
の

文
明
八
年
百
首

六二
閨

霰

一四〇
寄

天

恋

な
か
め
て
も

将
軍
家
千
首

六〇一
寄

天

恋

後
土
御
門

一四一
寄

沼

恋

あ
ひ
か
た
き

将
軍
家
千
首

六三四
寄

沼

恋

義

直

○

一四二
寄
忍
草
恋

し
の
ひ
く
さ

―

○

一四三
寄
椎
々
（々
マ
マ
）

し
ゐ
の
は
に

―
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一四四
寄
郭
公
恋

く
ら
し
か
ね

将
軍
家
千
首

七一八
寄
郭
公
恋

道

興

一四五
寄

蛙

恋

な
み
た
か
は

将
軍
家
千
首

七四二
寄

蛙

恋

義

直

一四六
寄

鏡

恋

わ
れ
て
あ
ふ

将
軍
家
千
首

七五二
寄

鏡

恋

一四七
寄
木
綿
恋

い
の
り
き
て

将
軍
家
千
首

七八〇
寄
木
綿
恋

宣

胤

一四八
寄

檝

恋

お
も
ふ
え
に

将
軍
家
千
首

七八五
寄

檝

恋

義

直

一四九

恋

つ
れ
な
さ
の

慈
照
院
自
歌
合

七一
〔
不
逢
恋
〕

文
明
四
年
百
首
七
一

一五〇
佗

恋

ほ
と
へ
て
も

慈
照
院
自
歌
合

七二

―

一五一
祈

恋

い
く
と
せ
に

慈
照
院
自
歌
合

七三
〔
祈
恋
〕

初
句
「
い
く
と
せ
そ
」。
文
明
八
年
百
首
八
一
。

一五二
契

恋

わ
か
い
の
ち

慈
照
院
自
歌
合

七四
〔
契
恋
〕

文
明
四
年
百
首
八
八

一五三
寄

枕

恋

お
も
ひ
わ
ひ

続
撰
吟
抄

一三四二
寄

枕

恋

一五四
寄

月

恋

さ
や
か
な
る

将
軍
家
千
首

六〇三
寄

月

恋

一五五
行

路

梅

ふ
き
お
く
る

続
撰
吟
抄

一三二四
行

路

梅

一五六
余

寒

月

は
る
の
よ
の

将
軍
家
千
首

五三
餘

寒

月

一五七

藤

う
ち
な
ひ
く

慈
照
院
自
歌
合

一九

―

一五八
岸

柳

た
つ
た
か
は

慈
照
院
自
歌
合

一一
〔
岸
柳
〕

文
明
元
年
百
首
九

一五九
帰

雁

し
か
の
う
ら
や

慈
照
院
自
歌
合

一二

―

一六〇

花

う
つ
し
う
う
る

慈
照
院
自
歌
合

一三
〔
栽
花
〕

文
正
百
首
一
二

一六一

花

た
か
よ
よ
り

慈
照
院
自
歌
合

一四
〔
惜
花
〕

将
軍
家
千
首
一
五
六
。
家
集
二
五
一
と
重
出
。

一六二
水

辺

花

は
る
の
い
け
の

慈
照
院
自
歌
合

一五

―

一六三
散

花

ち
り
か
か
る

慈
照
院
自
歌
合

一六

―

一六四
岩

根

花

い
は
ね
ふ
み

慈
照
院
自
歌
合

一八

―

一六五
寄
花
述
懐

あ
は
れ
み
の

慈
照
院
自
歌
合

一七

―

一六六
松

藤

は
る
を
へ
て

慈
照
院
自
歌
合

二〇
〔

藤

〕

長
禄
寛
正
頃
百
首
一
八
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一六七
首

夏

さ
く
ら
い
ろ
の

慈
照
院
自
歌
合

二一

―

一六八
更

衣

な
の
み
し
て

慈
照
院
自
歌
合

二二

―

一六九
新

樹

は
な
ち
り
し

慈
照
院
自
歌
合

二三

―

一七〇
軒

橘

み
に
は
ま
た

慈
照
院
自
歌
合

二四

―

一七一
初

時

鳥

ま
て
は
う
き

慈
照
院
自
歌
合

二五

―

初
句
「
ま
つ
は
う
き
」

一七二
時

鳥

や
と
ち
か
く

慈
照
院
自
歌
合

二六
〔

〕

文
明
二
年
百
首
一
七

一七三
菖

蒲

け
ふ
こ
そ
は

慈
照
院
自
歌
合

二七
〔
昌
蒲
〕

長
禄
寛
正
頃
百
首
二
三

一七四
沼

菖

蒲

ま
す
け
お
ふ
る

慈
照
院
自
歌
合

二八
〔
沼
蒲
〕

文
明
元
年
百
首
二
七

一七五
五

月

雨

つ
き
て
ふ
る

慈
照
院
自
歌
合

二九

―

一七六
川
五
月
雨

や
ま
か
は
の

慈
照
院
自
歌
合

三〇
〔
五
月
雨
〕

長
禄
寛
正
頃
百
首
二
八

一七七
水

鶏

や
ま
ひ
こ
の

慈
照
院
自
歌
合

三一

―

一七八
夏

月

な
つ
と
い
へ
は

雅
康
卿
詠
草

一二三
浦

夏

月

雅

康

一七九
首

夏

く
も
の
う
へ
に

将
軍
家
千
首

二〇一
首

夏

一八〇
沢

杜

若

か
き
つ
は
た

将
軍
家
千
首

一七三
沢

杜

若

義

直

一八一
江

蛍

な
つ
か
り
の

将
軍
家
千
首

二七九
江

蛍

義

直

一八二
秋

夕

な
か
め
つ
る

慈
照
院
自
歌
合

四七

―

初
句
「
な
か
め
わ
ふ
る
」

一八三
閑

居

虫

な
く
む
し
の

慈
照
院
自
歌
合

四八

―

一八四
藤

袴

む
ら
さ
き
の

慈
照
院
自
歌
合

四六
〔
蘭
露
〕

将
軍
家
千
首
三
五
三

一八五
女

郎

花

さ
く
は
な
は

慈
照
院
自
歌
合

四五

―

一八六

鹿

ま
た
し
と
は

慈
照
院
自
歌
合

四九

―

一八七
田

家

鹿

こ
こ
ろ
あ
ら
は

慈
照
院
自
歌
合

五〇

―

一八八
浦

月

あ
ま
ひ
と
の

慈
照
院
自
歌
合

五一

―

一八九
名

所

月

や
へ
た
ち
し

慈
照
院
自
歌
合

五三

―



─（3─

一九〇

月

く
ち
ま
さ
る

慈
照
院
自
歌
合

五四
〔
古
寒
月
〕

文
明
四
年
百
首
五
〇

一九一
擣

衣

あ
ま
ひ
と
は

慈
照
院
自
歌
合

五五

―

一九二
宿

擣

衣

み
し
は
な
の

慈
照
院
自
歌
合

五六

―

一九三
秋

山

と
き
は
き
も

慈
照
院
自
歌
合

五七

―

一九四
色

葉

つ
ゆ
し
も
の

慈
照
院
自
歌
合

五八

一九五
擣
衣
志（
忩
歟
）
あ
き
さ
む
く

慈
照
院
自
歌
合

一三三七
擣

衣

志

一九六

祝

さ
ら
に
い
ま

文
明
八
年
百
首

一〇〇
祝

言

○

一九七

祝

う
こ
き
な
き

―

○

一九八

※
1

く
や
し
く
そ

―

※
1　

東
求
堂
に
閑
居
、
八
月
十
五
夜
人
々
来
て
、
即
歌
よ
み
侍
る
に

○

一九九

〃

い
ほ
し
む
る

―

〃

二〇〇
旅
人
渡
橋

ゆ
き
く
れ
ぬ

公
宴
続
歌

三六九六
旅
人
渡
橋

○

二〇一
草

花

い
ろ
み
せ
て

―

○

二〇二
草

花

む
し
の
こ
ゑ

―

○

二〇三

※
2

わ
か
の
う
ら
に

―

※
2　

飛
鳥
井
入
道
の
も
と
へ
よ
み
て
つ
か
は
し
侍
る
十
五
首
の
内

○

二〇四

〃

ひ
と
し
れ
ぬ

―

〃

二〇五
江

月

た
ま
つ
し
ま

草
根
集

一八〇六
江

上

月

正

徹

二〇六
江

月

い
つ
く
に
か

草
根
集

三七〇八
江

月

冷

正

徹

二〇七
山

紅

葉

た
か
た
め
に

将
軍
家
千
首

四七二
山

紅

葉

二〇八
水

辺

月

く
も
ら
す
よ

将
軍
家
千
首

四一六
水

辺

月

二〇九
七
夕
人
事

あ
り
か
ほ
に

雅
康
卿
詠
草

一四六
七
夕
人
事

雅

康

二一〇
七

夕

雲

く
る
る
ま
の

将
軍
家
千
首

三一二
七

夕

空

○

二一一
残

菊

ふ
ゆ
き
て
も

―

二一二
初

冬

し
た
ひ
こ
し

慈
照
院
自
歌
合

五九
〔
初
冬
〕

文
明
四
年
百
首
五
六
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二一三
紅

葉

ふ
く
か
せ
も

慈
照
院
自
歌
合

六〇
〔
風
前
落
葉
〕

寛
正
三
年
百
首
五
二
（
初
句
「
ふ
く
か
せ
の
」）

二一四

霜

ひ
か
け
さ
す

慈
照
院
自
歌
合

六一
〔
庭
霜
〕

文
明
四
年
百
首
五
八

二一五
冬

枯

お
く
し
も
を

慈
照
院
自
歌
合

六二

―

二一六

氷

や
ま
の
ゐ
の

慈
照
院
自
歌
合

六三

―

二一七
河

氷

み
な
か
み
は

慈
照
院
自
歌
合

六四

―

二一八
千

鳥

つ
き
の
こ
る

慈
照
院
自
歌
合

六五
〔
暁
千
鳥
〕

寛
正
三
年
百
首
五
六

二一九
名
所
千
鳥

ゆ
ふ
き
り
に

慈
照
院
自
歌
合

六六

―

二二〇
竹

雪

こ
し
ち
に
は

慈
照
院
自
歌
合

六八

―

二二一
網

代

木

し
た
く
く
る

慈
照
院
自
歌
合

六九
〔
網
代
〕

文
明
元
年
百
首
六
四

二二二
路

氷

や
ま
か
け
や

慈
照
院
自
歌
合

七〇

―

二二三
山

雪

け
さ
は
は
や

慈
照
院
自
歌
合

六七

―

二二四
月
前
時
雨

こ
の
こ
ろ
の

慈
照
院
自
歌
合

五二

―

二二五
水

鳥

し
も
は
ら
ふ

康
正
元
年
内
裏
歌
合

一五
水

鳥

二二六
松

雪

し
た
を
れ
の

康
正
元
年
内
裏
歌
合

二一
松

雪

深

二二七
野

雪

ふ
み
わ
け
し

将
軍
家
千
首

五六三
野

雪

二二八
残

菊

お
し
な
へ
て

康
正
元
年
内
裏
歌
合

二
庭

残

菊

二二九
深

雪

い
ろ
わ
か
ぬ

文
明
八
年
百
首

六六
深

雪

二三〇
湖

水

鳥

ま
の
の
う
ら
や

文
明
八
年
百
首

六七
湖

水

鳥

二三一
湊

千

鳥

あ
ま
お
ふ
ね

文
明
八
年
百
首

六八
湊

千

鳥

二三二
炭

竈

煙

あ
け
ぬ
る
か

文
明
八
年
百
首

六九
炭

竈

煙

二三三
歳

暮

近

い
た
つ
ら
に

文
明
八
年
百
首

七〇
歳

暮

近

初
句
「
い
つ
た
ら
に
」

二三四

※
3

き
み
か
へ
ん

続
撰
吟
抄

三〇九七
〔
松
為
久
友
〕

※
3　

寛
正
五
年
十
二
月
五
日
、
仙
洞
三
席
御
会
の
歌

二三五
惜

花

た
か
よ
よ
り

将
軍
家
千
首

一五六
惜

花
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二三六
野

遊

あ
く
か
る
る

将
軍
家
千
首

一〇七
野

遊

二三七
社

頭

花

さ
く
は
な
も

将
軍
家
千
首

一三〇
社

頭

花

義

直

二三八
花

便

さ
ひ
し
さ
も

将
軍
家
千
首

一五二
花

便

後
土
御
門

二三九
涸

松

お
い
に
け
る

文
明
八
年
百
首

八六
澗

松

二四〇
洲

鶴

ま
つ
か
け
に

文
明
八
年
百
首

八七
洲

靏

二四一
巌

苔

う
こ
き
な
き

文
明
八
年
百
首

八八
厳

苔

二四二
釣

漁

い
て
や
ら
て

文
明
八
年
百
首

八九
釣

漁

二四三
狩

猟

か
く
る
へ
き

文
明
八
年
百
首

九〇
狩

猟

二四四
樵

夫

し
つ
の
を
か

文
明
八
年
百
首

九二
樵

夫

慈
照
院
自
歌
合
九
二

○

二四五
樵

夫

皈

や
ま
ひ
と
の

―

二四六
遊

女

あ
は
れ
に
も

文
明
八
年
百
首

九一
遊

女

二四七
晩

鐘

な
に
と
な
く

文
明
八
年
百
首

九三
晩

鐘

二四八
暁

夢

そ
て
ぬ
れ
ぬ

文
明
八
年
百
首

九四
暁

夢

初
句
「
そ
て
ぬ
れ
し
」

二四九
眺

望

く
も
の
な
み

文
明
八
年
百
首

九五
暁

望

二五〇
七

夕

衣

た
な
は
た
に

慈
照
院
自
歌
合

三七
〔
織
女
七
夕
〕

文
明
八
年
百
首
三
七
。
家
集
一
〇
〇
と
重
出
。

二五一
七

夕

ち
き
り
こ
そ

慈
照
院
自
歌
合

三八

二五二
七

夕

橋

あ
ま
の
か
は

慈
照
院
自
歌
合

三九

二五三
七

夕

車

た
な
は
た
の

慈
照
院
自
歌
合

四〇
〔
織
女
契
久
〕

兼
顕
卿
記
文
明
十
年
七
月
廿
五
日
条

二五四
古

郷

萩

け
ふ
は
ま
た

慈
照
院
自
歌
合

四一
〔
故
郷
萩
〕

文
明
八
年
百
首
三
八
。
家
集
九
八
と
重
出
。

二五五
庭

萩

を
く
る
ま
の

慈
照
院
自
歌
合

四二
〔

萩

〕

文
明
二
年
百
首
二
七

二五六

萩

つ
ゆ
お
か
ぬ

慈
照
院
自
歌
合

三二

―

二五七
尾

花

お
き
ま
よ
ふ

慈
照
院
自
歌
合

四三
〔
野
外
草
花
〕

東
山
殿
御
詠
九
四

二五八
初

恋

け
ふ
は
ま
つ

慈
照
院
自
歌
合

七九

―
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二五九
待

恋

ま
つ
ひ
と
は

慈
照
院
自
歌
合

七五
〔
寄
雨
恋
〕

寛
正
三
年
百
首
六
三

二六〇
契

恋

わ
か
い
の
ち

慈
照
院
自
歌
合

七四
〔
契
恋
〕

文
明
四
年
百
首
八
八
。
家
集
一
五
二
と
重
出
。

二六一
契

恋

衣

い
か
に
せ
ん

慈
照
院
自
歌
合

七七

―

初
句
「
い
か
か
せ
ん
」

二六二
卜

恋

と
は
は
や
な

慈
照
院
自
歌
合

七八

―

二六三
寄

夢

恋

か
さ
ね
て
も

慈
照
院
自
歌
合

八〇
〔
会
恋
〕

文
明
元
年
百
首
七
九

二六四
寄

草

恋

つ
ら
き
か
な

慈
照
院
自
歌
合

八一
〔
増
恋
〕

文
明
八
年
百
首
七
八

二六五
寄

袖

恋

と
は
は
や
な

慈
照
院
自
歌
合

八二

―

二六六
久

恋

と
し
を
へ
て

慈
照
院
自
歌
合

八三

―

二六七

恋

わ
か
か
た
に

慈
照
院
自
歌
合

八四
〔
寄
忘
草
恋
〕

寛
正
三
年
百
首
八
〇

二六八
恋

形

見

わ
す
ら
れ
ぬ

慈
照
院
自
歌
合

八五
〔
絶
恋
〕

文
明
八
年
百
首
八
五
（
初
句
「
わ
す
ら
る
る
」）

二六九
初

恋

い
ま
こ
そ
は

文
明
八
年
百
首

七一
初

恋

二七〇
忍

恋

つ
つ
み
え
ぬ

文
明
八
年
百
首

七二
忍

恋

二七一
聞

恋

い
か
に
せ
ん

文
明
八
年
百
首

七三
聞

恋

○

二七二
寄

浦

恋

つ
ら
か
り
し

―

二七三
見

恋

た
ま
た
れ
の

文
明
八
年
百
首

七四
見

恋

二七四
別

恋

か
た
む
く
を

続
撰
吟
抄

二三九八
別

恋

泰

延

二七五
頼

恋

さ
す
か
よ
も

文
明
八
年
百
首

七五
憑

恋

二七六
遇

恋

こ
ひ
こ
ひ
て

文
明
八
年
百
首

七六
遇

恋

二七七
恨

恋

せ
め
て
た
た

文
明
八
年
百
首

七七
恨

恋

二七八
増

恋

つ
ら
き
か
な

文
明
八
年
百
首

七八
増

恋

慈
照
院
自
歌
合
八
一
。
家
集
二
六
四
と
重
出
。

二七九
顕

恋

な
み
た
か
は

文
明
八
年
百
首

七九
顕

恋

二八〇
変

恋

い
つ
は
り
と

文
明
八
年
百
首

八〇
変

恋

○

二八一
人

伝

恋

ほ
と
と
き
す

―
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二八二
祈

恋

い
く
と
せ
の

文
明
八
年
百
首

八一
祈

恋

初
句
「
い
く
と
し
そ
」。
慈
照
院
自
歌
合
八
一
。
家
集
一
五
一
と
重
出
。

二八三
隠

恋

は
し
た
か
の

文
明
八
年
百
首

八二
隠

恋

二八四
厭

恋

そ
れ
を
た
に

文
明
八
年
百
首

八三
厭

恋

二八五
別

恋

つ
れ
も
な
く

文
明
八
年
百
首

八四
別

恋

二八六
忍

久

恋

あ
ふ
こ
と
は

康
正
元
年
内
裏
歌
合

三七
忍

久

恋

二八七
月

前

恋

さ
や
か
な
る

慈
照
院
自
歌
合

八六

―

二八八
寄
塩
木
恋

み
を
う
ら
に

将
軍
家
千
首

七一三
寄
鹽
木
恋

二八九
寄

枕

恋

ひ
と
は
ま
た

将
軍
家
千
首

七五七
寄

枕

恋

二九〇

杜

か
し
は
き
の

慈
照
院
自
歌
合

九一
〔
杜
柏
〕

将
軍
家
千
首
八
〇
六

二九一
暁

夢

き
ぬ
き
ぬ
に

将
軍
家
千
首

九〇五
暁

夢

○

二九二

鶴

し
ら
つ
る
の

―

二九三
神

祇

か
み
よ
よ
り

康
正
元
年
内
裏
歌
合

四四
祝

言

二九四
神

祇

さ
ほ
か
は
の

慈
照
院
自
歌
合

八七
〔
神
祇
〕

文
明
八
年
百
首
九
八

二九五
社

頭

松

す
み
よ
し
の

慈
照
院
自
歌
合

八八

―

二九六
尺

教

い
つ
か
さ
て

慈
照
院
自
歌
合

九五

二九七
尺

教

こ
と
の
は
の

慈
照
院
自
歌
合

九八

二九八
無

常

ゆ
く
す
ゑ
を

慈
照
院
自
歌
合

九三
〔
哀
傷
〕

文
明
元
年
百
首
九
七

二九九
無

常

ほ
と
も
な
く

慈
照
院
自
歌
合

九四

三〇〇
無

常

の
り
の
み
ち

慈
照
院
自
歌
合

九七

○

三〇一
述

懐

わ
か
お
も
ひ

―

三〇二
述

懐

な
に
に
さ
て

文
明
八
年
百
首

九六
述

懐

三〇三
述

懐

あ
ひ
そ
ふ
る

慈
照
院
自
歌
合

八九
〔
離
別
〕

文
明
元
年
百
首
八
九

三〇四
寄
雲
述
懐

み
そ
あ
ら
ぬ

将
軍
家
千
首

九二五
寄
雲
述
懐

義

直
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三〇五
往

事

ひ
に
そ
へ
て

文
明
八
年
百
首

九七
往

事

三〇六
神
祇
吉
田

か
み
も
さ
て

将
軍
家
千
首

九五一
日

吉

三〇七
尺

教

ま
よ
ひ
ゆ
く

文
明
八
年
百
首

九九
尺

教

○

三〇八

※
4

は
る
か
せ
に

―

※
4　

東
求
堂
銀
閣
ニ
テ
人
々
会
せ
し
に
、
尋
余
花

三〇九
岸

柳

お
そ
く
と
き

続
撰
吟
抄

一三二六
岸

柳

兼

良

三一〇

※
5

く
ち
の
こ
る

続
撰
吟
抄

二三九三
花
園
隠

（
マ
マ
）と
云

所
に
て
花
を

御
覧
せ
ら
れ

て

※
5　

花
園
と
云
所
の
花
を
見
て
、
む
か
し
を
お
も
ひ
出
て
、
哀
も
よ

ほ
し
け
れ
は
よ
め
る

三一一

※
6

も
も
く
さ
に

文
明
八
年
百
首

一〇一

―

※
6　

飛
鳥
井
雅
親
の
も
と
へ
独
吟
百
首
の
点
を
こ
ひ
に
つ
か
は
し
け

る
に
、
五
十
二
首
に
墨
印
を
つ
け
て

三一二
返

し

も
も
く
さ
の

文
明
八
年
百
首

一〇二

―

雅

親

三
一
一
の
返
歌

三一三
月

前

露

ひ
さ
か
た
の

草
根
集

八二三二
月

前

露

正

徹

三一四
小

鷹

狩

の
へ
と
ほ
き

草
根
集

八二七七
小

鷹

狩

正

徹

○

三一五
夕

稲

妻

は
な
す
す
き

―

三一六
江

船

ふ
な
ひ
と
そ

草
根
集

七一五〇
江

舟

正

徹

三一七
古

寺

た
か
ね
よ
り

草
根
集

七一五三
古

寺

正

徹

三一八
寄

松

祝

け
ふ
ひ
か
ん

続
撰
吟
抄

一三四六
寄

松

祝

兼

良

三一九
祝

言

い
く
よ
ま
て

慈
照
院
自
歌
合

九九
〔
嶺
松
〕

初
句
「
い
く
よ
さ
て
」。
公
宴
続
歌
四
〇
九
七
。


